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ふ
引
斗
叫
に
際
し
、
続
伸
柱
状
の
考
d

H

r
強
北
し
、

分
裂
病
心
桜
皮
が
吊
症
の
ぬ
ん
ー
や
犯
行
が
幻
心
子
妄
想
η

干
の
術
的
杯
殺
に
首
長
女
川
L
き
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ハ
凶
神
ム

mJLへ

－Q
J｝
 

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
総
合
的
判
断
生
江
に
よ
コ
て
、
d
J

神
耗
弱
と
さ
れ
る
例
mN
」手い

キ
リ
木
が
、

と
指
嫡
す
る
よ
う
に
、
一
統
与
円

失
調
症
と
い
λ

ー
院
患
焼
念
、
山
品
は
民
病
概
念
2
？
と
よ
り
寸
刊
が
決
主
的
な
の
で
は
h
b
p
＼
そ
の
程
度
や
、
幻
覚
・
女
一
刊
心
な
ど
の
犠
伸
長

状
が
、
－
一
H
伴
能
川
判
断
に
と
っ
て

t
tり
正
平
安
な
内
容
で
あ
る
よ
う
に
り
わ
れ
る
の
で
あ
る

P
A

、一々A
J

一、

、i
i
l
A

；

い
わ
ゆ
る
慎
測
を
強
訓
ず
る

自
も
、
「
慣
例
と
い
う
も
の
は
あ
く
ま
で
も
大
粋
で
あ
っ
て
、
個
々
の
む
測
に
つ
い
亡
は
こ
の
大
枠
の
巾
で
椋
々
の
パ
ソ
ゴ
ア
f

i

は

許
さ
れ
る
も
の

と、

ι川
市
中
山
概
念
、
戎
は
止
旬
、
山
川
机
念

ζ
L
て
の
牛
物
学
的
要
素
か
え
飢
涼
に
安
打
廿
護
力
の
結
論
が
専
か
れ
る

／
）
は
限
ρ（
J

h

弓
い
守
を
認
め
て
い
る
。

わ
刀
？
川
一
l
fし
同
様
に
、

山叫ん
U

約
十
り
法
を
採
用
す
る
ド
イ
ゾ
に
お
け
る
古
任
能
力
判
阿
茶
洲
〆
｝
わ
が
戸
川

そ
こ
亡
、

、
に
お
い
て
、

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ Zil: 6G！「、：z〔'JG'9 J 



"' 
心
判
測
を
約
ま
え
、

井
物
げ
J

的
安
素
心
内
容
は
、
給
付
筏
同
山
色
と
し
て
与
え
ら
れ
ゐ

ω
か
、
山
山
は
、

片
品
開
神
状
熊
像
や
よ
山
村
fH状
と
し
て

ぇ
、
ワ
る
の
；
｝
い
っ
川
川
し
に
つ
い
て
、
む
玄
｛
イ
々
と
あ
－
操
作
的
必
叫
州
某
刊
の
一
白
八
に
よ
り
こ
J
I

－
当
、
て
い
る
問
士
山

-" 
訓 J

山
引
か
り
に

清
川
叩
疾
患
を
持
つ
人
の
属
性
の
検
j
J
4抗
え
た
が
ら

川
町
ら
か
げ

L
て
ゆ
く
こ
と
に

F
る、

第

生
物
学
的
研
究
ア
ポ
と
精
神
糾
山
一
名
の
関
係

第
一
約

精
神
宮
巴
分
類
方
法

責
什
ー
枝
川
リ
リ
断
片
l

お
け
る

1
物
品
j

的
安
哀
を
、
稲
川
川
夜
中
出
品
と
し
て
述
射
し
た
場
合
、
そ
の
hA容
は
、
古
川
串
、
概
念
、
必
は
政
抗
概
念

ζ

）
て
ん
コ
え
ら
れ
る
、
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
シ
ォ
ヲ
イ
ダ
ら
ド
イ
ツ
諸
学
一
一
バ
に
よ
る
い
統
的
診
断
幕
準
エ
操
作
的
訟
町
長
準
↑
／
よ
め

る
口
出
／
時
寸
＼
は
、
伯
仲
渋
号
沿
類
刀
法
が
異
な
っ
て
お
り
、
ご
の
よ
有
な
向
者
の
白
川
崎
心
述
い
に
よ
っ
亡
、
仕
出
桶
川
L

校山市山名

Hm持
つ
な

味
＋
円
安
が
変
わ
る
場
ム
ロ
が
予
想
さ
れ
る
－
そ
こ
で
、

両
者
の
治
体
供
患
分
類
方
法
に
つ
い
司
て
正
紛
ハ
斗
刊
か
ら
仏
止
め
る
三
と

ι
ヲ
る
し

？

f
ソ
別
氏
一
（
ノ
条
、
及
ひ
二
一

JKに
お
い
こ
は
、
キ
物
学
的
要
素
は
、
一
病
的
な
心
神
の
往
生
口
、
根
深
い
4

思
議
宿
小
十
日
、
特
神
薄
弱

あ
る
い
は
そ
の
総
の
重
大
な
V
神
の
支
仰
と
苅

J5cわ
る
す
病
的
な
心
神
の
治
宝
口
一
ピ
、
品
川
神
病
を
指
す
と
理
仰
宮
、
れ
、
ン
ム
サ

イ
ダ
ー
の
民
病
分
類
々
法
に
よ
る
と
、
身
体
的
持
図
？
？
寸
f
什
す
る
「
↓
同
気

「
倒
的
な
心
神
（
Y
4
L
T一
に
該
当
「
る
一
そ
し
て

身
体
的
涼
肉
が
介
在
、
）
伝
い
治
神
終
日
品
は
、

の
他
の
重
大
な
心
神
の
す
一
性

ド
イ
ヅ
旧
刑
法

に
ん
ユ
一
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
v

ま
た
、

に
お
い
て
、
清
油
川
市
長
は
、
身
体
的
出
同
が
存
在
、

rdい
か
っ
、

貢
行
何
気
以
前
方
r
戸
れ
る
υ
一初日」一
4

削
岩
主
で
あ
る

「
治
神
活
動
の
巧
的

障
A
白

と
あ
る
場
ム
円
を
除
き
、
同
々
、
限
定
責
任

4
J
Hに
留
ま
る
と
さ
れ
て
い
た
υ

つ
主
仇
川
、

に
一
該
当
せ

精
神
病
、
ニ
等
仙

f
y
d刊
士
、
こ
灼
J

て
止
、

i
j
1
1
1
：
t

、
j
i

め
る
叶
川
沖
v快
告
に
つ
い
て
、
主
任
年
能
川
乙
限
定
士
H

片
山
什
誌
力
を
限
界
W
い
け
る
メ
ル
ク
記
、
ル
は
、

身
体
的

出河辺

σ有
担
に
あ
っ
た
と
、
与
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
払
う
な
坪
解
に

M
ペ
ー
た
場
台
、
あ
｝
白
精
神
hk忠
に
つ
い
て
、
身
体
的
原
対
小
川
ら

［似]<o，主；＂） 56 !.3 2C心 E出、！！066.9 ・' 



か
に
と
る
や
ボ
門
や

「モ（り
M
M
の
重
大
な
心
神
心
変
い
じ
が

d

る
こ
J

に
な
り
、
分
子
守
初
予
的
手
法

病
的
な
心
神
り
叫
州
立
↓

な
ど
、
抗
体
必
患
の
身
体
的
原
凶
の
探
索
校
術
の
進
む
に
付
い
、

ド
イ

y
刑
法
↓
リ
然
、
投
び
条
に
列
リ
ん
さ
れ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ

物
？
的
安
玄
、
に
つ
い
て
、
責
任
能
力
判
断
を
法
従
什
い
け
る
お
僚
と
J

て

の
で
あ
る
戸
も
っ
と
も

市弘行
C
l
イ
y
刑
法
つ
で
、

以比べ
v

条
に
お
い
て
は
、
列
挙
さ
れ
亡
い
る
介
物
内
J

的
要
素
は
同
一
て
あ
る
か
っ
、
h

一
の
よ
ミ
江
市

い恥はゲ
JK
当
3

〕
な
い
よ
う
に
も
円
山
口
れ
る
が
、

精
神
病
貨
に
責
任
以
笠

μを
訟
の
う
る
か
と
い
っ
た
切
実

ド
イ
リ
ノ
川
刊
川
は
に
お
い
て
は
、

な
問
題
、
ζ

L

て
臥
在
化
し
に
ζ

い
え
よ
う
u

他
方
、
松
作
的
診
断
丸
一
準
で
あ
Q

ワ泊
d
A
コ
刊
に
お
い
て
は
、
シ
ー
一
ト
イ
ゲ

i
の
疾
病
分
類
ド
刀
法
に
お
け
る
同
吋
体
的
原
司
に
桁
1
1
γ

る
よ
司
一
ぽ
、
精
神
疾
患
全
体
J

～
九
九
パ
ー
す
る
よ
う
な
分
知
－
U
者
際
は
存
J

仏
止
ず
、

4
J
め
用
芯
さ
れ
に
忽
診
断
力
ワ
コ
リ
i
p干し
y

付
す
る

と
と
に
迂
る
〈
そ
し
亡
、
そ
れ
7
J
I

－
－
れ
の
一
読
む
お
均
フ
コ
リ
ー
の
お
伎
一
て
表
「
治
療
が
、
各
診
断
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
」
っ
て
震
な
る
た
止
、

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

日
）
出
戸
｛

H
a〈

て
の
給
付
桜
山
市
、
む
が
h
詰
刀
、
甲
小
に
お
レ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
権
1

向
疾
患
の
体
系
的
伏
世
付
け
が
町
慌
て
云
w

こ
と
に

9
 

条
に
外
季
、
L
れ
た
牛
物
学
的
安
素
に
つ
い
て
巴
円
L

Z

C
川
崎
論
を
涜
用
「
一
ム
M
L
f
、

%前η
、J

ハ力v
f
 

＼
 

川
M
仇

＇λ 'o、
ず

包〉

,-, 
、ノ
f今に
ペ、

投
て〉

ぺ
主
り

ノペーツ山口？
A

l
l－

勺

1

疾
病
分
組
ん
け
一
江
J
い
〉
z人
観
点
か
ら
は
、
精
神
疾
喪
主
以
外
の
梱
J

宅
山
…
が
存
’
え
し
な
い
い
と
に
弓
り
、
そ
れ
ら
は
、
没
缶
策
的
、

均
三
的
な
も
の
と
し
て
但
握
さ
れ
る
こ
と
に
広
ろ
っ
。
ま
ー
に
、
同
様
の
こ
と
は
、
ー
統
合
小
式
調
症
い
旧
よ
び

z
の
他
の
注
市
神
明
性
泣
守
」

と
い
そ
診
断
力
子
T
汁ノ

i
X
A
dれ
る
統
合
失
調
f

狂
〉
、
「
人
格
時
中
川
と
い
A

診
断
カ
テ
f

j
、
い
ん
ユ
ヱ
式
れ
る
反
計
L
、
山
性
人
的
竹
院
半

の
関
係
に
お
い
亡
も
す
入
山
？
す
る
r

フ
ま
り
、
ご
山

7142
の
円
前
に
従
う
と
、
身
体
的
原
因
心
長
切
に
」
ノ
て
、
消
却

川
明
神
川
賞
J

疾
中
町
い
を
分
担
す
る
こ
と
は
ど
さ
な
い
か
ら
、

統
仏
失
調
r
t
で
あ
れ
ば
責
粁
h

t正

h
、
人
格
】
障
害
E
あ
れ
ば
限
ど
し
立
任
活
力
、

一

、

「

ノ

干

」

／、

l

u

W

4

J

J

刊
日
仲
秒
、
患
ー
一
に
廿
れ
い
づ
い
た
責
任
能
々
刊
附
選
刊
に
ー
ν
の
説
明
が
図
絵
入
、
ニ
仕
る
の
で
あ
る
」

今
後
、

新
規
の
消
神
？
供
串
れ
が

ミし
ρ（
J
H

門
〉
印
日
己
に
乱
リ
場
し
た
ぬ
ム
口
、
そ
り
U
相
村
疾
吊
ん
は
、
疾
病
一
分
析
川
方
法
〆
｝
い
っ
た
叩
杭
口
か
ら
は
、
池
の
診
断
カ
テ
f
リ
i
に
ぞ
在
す
る
精
神

立
'; 



"' 
疾川円山と仙川
i

汽
的
な
も
の
と
な
り
、
一
」
れ
ま
で
〕
同
様
、

精
神
↑
広
告
名
が
呉
仕
る
と
い
う
七
一
明
茂
出
し
か
守
人
什
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、

主
任
前
十
心
判
断
い
問
わ
る
指
僚
は
抽
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
－

-" 
訓 J

第

川

町

ン
ュ
ナ
イ
グ
ー
の
洋
一
古
川
か
ら
4
じ
る

Jt尼

さ
て
、
日
也
に
指
折
ー
よ
ー
一
吉
ノ
に

ド
イ
ソ
日
刊
作
に
お
い
て
、
比
州
仙
川
ι的
貿
は

精
神
病
こ
川
県
T
P仙」

の
は
明
ム
円
に
限
っ
て
、
主
任
ト
川
、
従

カ
が
認
定
さ
れ
、
つ
る
余
地
が
行
在
L
て
い
ん

γ、
い
え
る
。
目
マ
し
て
、
、
）
の
、
｝
乙
は
、
身
体
的
原
川
川
の
有
制
に
よ
っ
て
一
病
気
i

で
z
める

乃
J

十川、
t
W
A

土

〈

〉

1
1
v

病
気
i

んJ
J
ン
ュ
ト
イ
グ

i
の
fLK
病
分
類
γ

刀
法
か
ら
は
、
精
神
病
質

で
は
な
、
心
一
か
こ
い
つ

h
r

一
日
制
気
」
こ
し
て
抜
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

｝
、
才
慌
し
た
ぶ
能
山
が
企
じ
る
r
A
F
つ
に
川
川
d

わ
れ
る
U

V

ュ
7
イ
デ
！
の
副
社
ヘ
耐
を
同
部
用
ず
る
浪
れ
J

、
責
任
也
能
力
が
一
認
め
ら
れ
司
る
の
は
、
一
病
気
一
で
あ
る
こ
と
を
定
義
付
け

て
い
主
？
ぜ
体
前
原
図
が
p

什
在
ず
ツ
伝
統
合
失
ぷ
症
以
乙
で
あ
り
、
正
体
的
原
因
が
存
め
し
な
い
と
さ
れ
る
精
神
病
貨
は
、
高
々
、
恨
！
止
寅

中

w
U
F
L
n
J
V

」、

R
i
L
i
 

亡
能
力
に
印
刷
ま
る
こ
と
に
な
る

J

、
み
〆

L
9
J
［
 

一i
t

こ
乙
に
は
、
生
物
午
前
v

安
ぶ
の
内
討
を
粍
神
校
山
市
山
名
と
し
て
理
併
す
る
と
い
う
前
提
が
有
の
し
J

い
る
よ
う
に
出
わ
わ
る
ハ

内
イ
ツ
旧
日
広
に
い
ぬ
い
亡
、
言
伝
川
川
能
川
代
日
付
規
定
さ
れ
と
い
た
「
精
神
吋
出
動
の
yF

情
的
街
中
J

」
を
、

「
一
色
汎
」
で
あ
る
ム
伊
神
仮
出
品
タ
］
と
し

て
可
解
す
れ
ば
、

ー
帳
消
神
病
と
ヰ
J

制」

で
あ
る
か
ら
と
い
コ
て
梓
川
柿
：
叶
誌
が
、

即
応
用
に
、
治
神
医
、
」
一
d

的
な

「一伺」トバ

に
な
る
こ
と
は

あ
り
刑
判
泣
い
は
ず
で
あ
る
に

一
一
j

号
、
、

と
ご
ス
）

jwv

と
い
ベ
概
念
に
つ
い
て
、

「
川
川
神
出
動
の
術
的
障
寸
H

Y

」
は
梢
沖
医
干
的
合
味
の
精
神
病
ド
／
け

「
治
神
病
t
守
山

こ
の

で
は
な
く
、
正
常
か
っ
精
神
的
に
成
熟
し
ん
｝
人
刊
に
も
存
引
し
、
i

窓
口
形
成
の
た
め
に
詑
力
を
り
え
る
杭

4
7、
感
情
を
害
ず
る
ず
ぺ
て

r
却

の
陸
中
川
を
も
ん
ご
ど
と
い
ト
つ
説
川
が
な
さ
れ
る
日
ふ
う
に
、
そ
こ
引
は
、
も
は
や
結
川
門
医
予
約
な
概
念
は
佼
京
に
沼
き
、
法
的
概
念
が
ふ
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心
内
U
J
υ
ι
i！
め
て
い
る
と
い
え
工
ス
ノ
勺
、
一
の
よ
ス
ノ
山
哩
解
す
る
な
ら
ば
、
「
村
神
的
と
仕
事
リ
明

C
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
b
、
伝
神
医

苧
的
に
、
川
市
神
侠
出
山
ノ
ド
タ
）
V

J

て
「
市
神
！
川
一
一
と
等
価
で
あ
る
と
即
併
す
る
必
支
は
な
い
、

J

一にん
d

る）

つ
ま
り
、
清
ゆ
河
変
で
あ
っ
て

も
、
責
任
匁
H

舵
カ
吉
ム
リ
h
h
v

ごノプ
U
L
て
、
な
桁
仲
状
恕
没
、
或
は
わ
仙
神
症
状
が

「
精
神

ωと
与
姉

ド
＋
仔
ぃ
壮
「
石
場
合
、
責
任
切
能
川

／
）
い
ミ
よ
う
に
量
得
づ
る
の
で
あ
れ
ば
、
、
ゲ
屈
は
A
ー
と
な
い
で
あ
ろ
ラ
ハ
モ
ー
）
て
、
ャ
の
工
う
な
攻
仰
に
げ
て
川
口
、

精
神
病
ニ
ム
J

耐

で
あ
る
ャ
～
；
、
ぇ
一
担
似
す
る
精
神
状
地
t
m

伎、

村
神
医
学
的
な
許
制
手
ヤ

れ
は
ほ
消
沖
症
状
の
一
示
価
は
、
依
然
と
し
て
、

て
市
伐
司
令
か
、
コ
、

精
神
前
；
ム
十
倍
」
と
い
う
け
リ
ペ
的
概
念
こ
、
結
持
病
質
乙
い
う
粘
林
医
一
f
的
概
念
J
V
F
H
如
ム
れ
さ
せ
る
必
民
社
は
生
じ
な
い

」
と
に
ほ
る
。

也
方
、
取
滑
に
、
口
出
リ
ム
『
ぐ
り
津
市
中
一
座
持
「
る
の

、
ー
病
気
ー
で
あ
る
の
古
ど
う
か
こ
い
ろ
こ
T

〕
は
、
浜
市
忠
分
類
方
法

の
観
点
か
ら
は
単
裂
で
は
な
レ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
一
山
川
神
病
と
守
備
一
と
レ
っ
た
概
念
日
乞
持
ら
出
す
ま
で
4JJ千
＼
各
情
怜
疾
患
乞

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

前
に
し
亡
、
責
勺
－

M
能
力
U
A
ぶ
円
定
し
う
る
よ
う
江
締
約
ハ
状
態
像
、
或
は
清
怖
症
状
が
ト
h
H
や
L
て
い
司
る
か
さ
っ
か
を
評
悩
「
れ
は
足
り
る

h

一l
、にじ川以芥や

捨
中
一
／
い
い

は
体
的
一
原
凶

シ
）
ナ
イ
ダ
ャ
の
疾
病
分
類
方
法
に
よ
る
〉
、
身
体
的
嘉
一
凶
の
右
川
県
は
、

ι川一河川分知
ur
じ
的
と
、
）
た
杓
椋
：
J

て
初
日
ぇ
、
り
れ
る
こ
l
c

に
な
る
が
、
身
体
的
涼
悶
を
川
市
柏
市
町
む
が
発
症
す
る
痔
凶
と
）
て
鋭
、
九
L

ぺ
ぬ
合
、
ネ
れ
が
ど
の
よ
う
な
岐
界
柏
市
を
以
て
身
体
的
原
附
に

設
当
ず
る
の
か
し
な
い
の
か
と
い
っ
た
明
確
な
之
義
は
有
作
ー
な
い
一
て
つ
に
い
山
中
わ
れ
る
。
ぞ
い
一
で
、

一
例
こ
し
て
、
身
朴
的
幻
対
を
計
六

｛
疋
れ
け
る
i

ト
明
界
叫
怖
を
ど
義
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
以
上
の
よ
λ

に
日
ろ
う
J

ま
ず
身
体
的
原
…
g
J
Z
、
れ
来
司
ナ
ζ

じ

ー
ベ
ル
と
あ
る
口
、
ン
コ
サ
イ
ダ
ー
の
分
担
M
C
は、

中
毒
」
、

准…／七行村山戸、

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ Zill 6G9 :z〔'JG'9 J 



"' 
F

ぐ
し
て

「
そ
心
他
（
U
此
し
染
広
」

身
体
的
原
区
芝
、
精
神
機
能
や
一
円
る
け
ー
枢
村
経
系
の
解
説

は
と
が
こ
の
レ
ベ
バ
に
川
引
当
す
る
次
に

苧
的
変
化
、
戎
は
機
鋭
的
変
化
に
求
め
る
ン
ベ
ル
が
存
存
す
る
で
あ
ろ
う
に
ン
ヱ
J

イ
ダ
y

！
の
分
対
で
は
、
「
阪
だ
形
」
ん
d

と
が
こ
の

-" 
訓 J

ン
ベ
ル
に
相
当
↑
ゆ
る
v

長以但円

た
治
相
川
円
刊
に
よ
っ
て
心
情
油
状
怒
匁
や
精
神
山
状
げ
や
現
れ
る
つ

た
と
え
ば
、

件
叫
ん
と
丈
引
山
中
侃
と
党

せ
い
訓
川
中
毒
後
遺
症
は

乙
ち
に
、
ド
7

パ
ミ
ン
リ
什
此
け
仰
は
可
系
の
異
常
こ
い
勺
行
巾
ポ
神
符
系
の
除
後
的
安
化
乙
、
幻
覚
妄
惣
状
態

と
い
っ
三
精
神
状
志
保
を
以
下
ヒ
フ
ム
V
J
d

〆
｝
こ
ろ
が
、
身
体
的
原
因
心
境
界
線
を
、
中
川
取
材
経
系
心
解
剖
一
千
的
変
化
に
一
d

っ
て

T－
去
す
る
こ
し
と
も
、
川
内
引
紘
版
ζ

い
う
統
胞

レ
ペ
花
こ
じ
子
。
「
E
3
、Af
、守町内中」
m

4

1

1

’
i
d
（

7

1

l

ぜ

M
H
料
刑
緬
抱
の
校
に
作
存
す
る
遺
伝
子
レ
ベ
ル
に
求
口
町
｝
白
の
か
と
い
っ
～

さ
ら
に
f

位
丹
治
界
線
を

考
慮

γ
る
必
中
久
性
が
生
じ
て

L
ま
ろ
の
で
占
め
る

υ
、
｝
れ
ら
r

位
の
治
界
線
は
、
分
子
生
物
υγ
」
パ
ハ
千
法
以
ど
、
村
川
川
ι
《
忠
の
｝
一
体
的
川
中
国

cmゲ
心
的
技
術
に
依
存
し
、
今
後
1

町
、
さ
ら
に

F
伏
心
境
界
線
か
ぺ
じ
ξ
リ
能
性

mp山
村
存
ず
る
c

まー一
1

f
体
内
む
ね
々
な
レ
ベ
ル

じ
る
変
化
に
つ
L
て
、
ー
止
常
続
出

’：： 

ん

U
Aグ
μ川、こ

病
約
千
問
団

の
変
化
と
が
想
’
必
さ
れ
る
か
ら
、
プ
て
の
児
界
線
を
明
ら
か
に
「
る
た

め
こ
は

川
jhpr

以
こ
術
的
と
判
v
刻
す
る
心
か

戸
一

J

ア

y
L一

こ
の
よ
う
な
制
値
判
断
は

と
い
っ
た
俗
的
判
釘
が
、
仏
市
町
円
れ
な
ろ
う

政
科
学
に
某
っ
き
々
か
ら
も
、
身
什
枠
内
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
埋
慢
す
る
か
と
い
う
立
場
に
よ
っ
て
変
化
し
う
る
も
の
と
い
、
え
る
に
川
河

体
的
除
問
の
概
念
を
こ
（
り
よ
う
に
県
燃
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
お
神
比
一
忠
、
り
北
倖
的
原
因
を
決
定
付
け
る
叩
な
境
関
綜
ば
有
生
し
h
h
い

h

と
に
ぱ
る
c

同
様
の
こ
と
は
、
hh柏
怖
狭
山
μ
の
病
問
と
J
J

て
の
、
心
暗
弘
会
的
山
村
山
肉
、
環
境
的
必
例
以
ど
様
々
な
涼
囚
に
つ
レ
て
も
妥

当ィ
L
d
y
号令
c

そ
し
て
、
叫
に
vハ
ふ
り
ナ
ー
で
つ
ノ
に
、
絞
声
失
調
症
、
二
五
yr

い
相
川
主
母
後
法
症
に
コ
ー
ご
に
は
、

ド
ー
パ
ミ
J

作
動
刊
神
経
系
の
問
巧
吊
t

い
う
た
占
l
J
t

沖
紙
一
号
一
昨
の
機
詑
的
変
化
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
民
泊
し
て
い
る
し
か
し
、

任
能
力
13断
け
傾
Lい
を
指
摘
寸
る
の

州
諸
の
消
沖
v長
忠
々
什
の
栴
逆
に
羽
山
肌
L
、
去

、
東
京
五
時
栽
mm和
1
4
ι
ト
リ
一
刀
己
川
判
決
に
お
と
に
斗
J

r

引
き
れ
ア
よ
う
に
、
覚
」
也
、
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い
剤
作
芯
後
退
起
に
つ
い
て
は
h

、
「
収
牛
門
人
の
入
、
慌
が
妄
想
ゃ
れ
v

，
計
二
台
欠
ー
に
主
配
5
れ
f
L

い
に
と
は
認
め
γ
つ
れ
な
い
」
と
い
う
ァ

レ、
J

人
げ
か
繰
り
r

告
さ
れ
、
限
定
頁
何
段
む
に
刈
門
ま
る
こ
と
が
多
い
と
い
、
パ
ょ
う
v

エ
こ
で
目
、
統
合
げ
た
剥
半
分
党
行
い
剤
市
長
一
代
同
遺
症

の
共
通
、
J

た
山
河
体
的
涼
図
の
ン
ベ
ル
が
、
責
任
応
力
判
断
に
と
っ
て
込
山
定
的
な
の
で
は
な
く
、

ー
人
絡
が
亡
十
有
利
山
や
幻
腺
に
完
全
九
支
配
」

き
れ
て
い
た
か

YC7か
乙
い
っ
た
判
断
、

つ
士
り
、
精
神
状
店
略
行
総
の
人
泡
へ
の
支
耐
性
に
ω固
執

F
〆
ヨ
が
b
、
実
際
に
存
有
L
亡
い
で
で

あ
ろ
う
精
神
状
態
然
、

被
乙
人
は
点
記
刀
と
お
り
↑
一
似
想
や
幻
党
の
現
れ
～
九
州
＋
八
常
な
精
神
状
主
に

或
は
精
神
ー
九
状
川
二
九
円
仙
y
しと
4
一に、

あ
っ
た
が
、
日
お
被
害
人
は
、

r
J
H
り
行
為
の
意
味
一
（
そ
の
民
規
範
社
z
ぜ
認
ぷ
一
2
0能
力
、
他
人
に
対
一
2
0配
一
山
掃
を
し
、
事
付
俳
h

t

～
U
じ

白J
己乃ソ土
u胃
、
に
よ
り
行
為
計
二
匂
能
力
z
ぜ
あ
る
科
皆
川
町
休
ム
↓
け
し
て
い

と
L
て
、
パ
ベ
片
沖
約
に
、
認
識
花
ハ
三
制
御
詑
力
と
、
う
心
滞
学
的

要
素
日
ζ

の
詐
悦
J
V
と
加
味
）
、
必
受
ー
の
万
件
、
に
川
川
勺
て
限
定
責
勺
ー
詑
力
が
認
定
さ
れ
て
い
る
一
U
C
4
め
る
。

ま
た
、
河
体
的
原
出
の
有
鼎
に
よ
れ
責
江
川
能
力
判
断
り
基
仰
が
完
了
吉
れ
る
場
台
、
最
も
深
刻
た
利
践
と
な
る
も
の
は
、

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

に
お
し
て
は
、
山
刑
囚
2
し
て
大
北
刊
の
品
川
韓
三
判
す
る
と
さ
れ
、
射
状
の
程
度
や
粁
主
に
よ
り
川
伸
浜
市
μ
い
れ
が
宍
な
J
1

し
か
も
、
そ
乃

H
M
神
止
川
内
患
ち

r
某
づ
く
士
見
H
F
能
力
引
釘
基
準
が
異
な
る
均
台
で
あ
ろ
う
〔
工
心
ょ
、
つ
な
場
合
と
し
て
、
ロ
日
日
／
白
目

Jhr
お
い
て
、
人
情

障
害
心
一
一
刻
刑
と
し
て
把
捉
き
れ
る
税
合
尖
川
州
刑
人
格
障
ハ
LTL統
合
失
調
症
と
の
関
係
が
指
摘
て
き
る
。
わ
が
制
の
判
例
に
一
向
い
て
、

一
」
れ
ま
で
、
人
情
荷
主
ぞ
持
コ
被
守
人
に
対
し
て
、
責
任
畢
総
力
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
広
い
と
い
っ
て
よ
い
か
ら

い坑ん
U

生
日
州
刑
人

格
院
半
口
の
料
、
川
一
概
念
い
川
川
わ
れ
ず
、
1

人
格
障
さ
と
い
｝
つ
れ
伯
祐
疾
白
川
名
げ
か
草
花
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
小
一
任
持
前
方
は
認
定
さ
れ
仕

い
こ
と
に
な
ろ
う
他
j
d
、
統
合
失
訓
症
主
持
つ

に
つ
い
亡
は
、
長
任
H
L
Kカ
が
切
同
定
さ
れ
つ
る
こ

Lyrな
る
に
一
、
心
「
主
ノ
な

事
情
斗
古
川
庁
主
主
る
と
、
支
任
花
h
M
判
断
の
せ
市
準
と
1
L

て
、
母
体
的
的
対
の
存
在
は
決
一
心
的
と
は
江
い
こ
と
に
な
る
ハ
れ
γ
v
h
ノ
、
こ
の
よ

つ
な
約
状
の
桂
皮
や
〕
町
笠
を
利
用
し
て
v
快
病
概
念
カ
心
有
一
コ
ノ
る
も
で
つ
に
、
出
γ

仙
刊
に
、
消
神
状
態
像
、

或
は
精
神
症
状
の
計
佃
を
前
提
y
f

) 
」J

、γ

認
識
技
力
品
、
剖
御
能
力
の
斗
川
川
酬
を
加
え
な
が
ら
、
真
正
詑
ハ
パ
リ
リ
断
日
な
さ
れ
る
万
人
炉
、
よ
り
箔
潔
で
あ
り
は
然
で
あ
る
口

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ z叫日 I:z〔'JG'9 J 
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第
四

rm
ん
快
病
涜

A2dcm没

さ
て
、
升
功
、

γ的
災
友
一
の
内
情
什
古
也
市
伸
扶
白
川
名
と
ぷ
し
即
解
し
た
場
合
、
身
体
的
原
因
な
と
巧
附
の
迫
い
い
、
。
っ
て
川
明
神
M
M
白
怠
む
が

-" 
訓 J

異
な
り
、
さ
ら
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
縞
柿
狭
山
か
む
つ
レ
て
責
任
脱
力
判
断
の
莞
棋
が
異
な
る
よ
〉
、
な
場
企
だ
け
で
は
な
く
、
同

に
対
し
て
異
仕
っ
た
俣
病
机
念

（
叶
川
沖
v快
小
也
竹
一

カ↑
7
え
ら
れ
る
場
合
に
糸
、
支
粁
誌
力
判
附
の
結
p
m
h

九
万
叫
が
生
じ
る
よ
う
に
忠
わ

れ
る
。に

こ
え
ば
、
コ
初
日
己
同
〈
に
は
、
リ
見
せ
い
幻
刊
の
長
桜
使
用
に
よ
る
脳
絞
能
障
害
け
い
生
じ
る
ζ

い
行
考
え
お
が
定
指
し
て

円
山
）

が
亘
で
J

、
つ
覚
ァ
い
刻
中
毒
後
産
杭
に
桓
か
す
る
ι
」
快
病
概
念
は
作
在
じ
な
い
。
つ
主
り
、
わ
が
同
に
お
い
て
覚
i

一
町
一
い
例
中
奇
後
追
症
y
、

担
怒
さ
れ
る
ザd
態
は
、
己
泊
以
内
コ
の
洋
諸
に
従
、
ノ
タ
人
場
合
、
覚
セ
い
剤
伎
J

什
ζ

統
合
失
読
庄
の
ん
じ
併
と
し
て
川
州
大
れ
る
、
」
ζ

に
な

る
そ
し
て
、
一
一
刀
よ
う
な
同
一
の
射
能
A

に
対
し
て
、
わ
、
か
一
爪
独
i

一
の
診
恥
基
準
（
党
吠
い
剤
巾
毒
者
対
策
に
関
す
る
古
J

円
宇
一
ぜ
一
一
、

f
M

、、一一一〆

f

f

T

J

 

j

j
ノ之、

ゼ
利
用
し
よ
場
ん
に
は
、
完
せ
い
刺
市
中
毒
後
退
位

一
、
菅
丞
い
剤
精
神
病
・
遅
延
持
続
川
）

の
診
叫
引
が
い
J

え
ら
れ
、

μ
司
H
F
能

万
判
断
に
つ
い
て
日
、
政
む
京
仔
能
力
に
向
刊
ま
る
、
、
と
が
各
い
い
ー
と
に
UFJ
し
、
同
）
出
宗
門
ザ
二
日
診
断
泉
川
U
？
と
利
川
市
し
P
J
渇
合
に
は
、
，
F
見

せ
い
剤
依
存
し
｝
統
九
円
牛
ん
プ
羽
L
一
心
合
併
診
断
が

7
リ
？
？
れ
、
統
合
止
へ
刈
｛
む
と
い
ふ
精
神
保
忠
弘
｛
の
十
円
J
4を
ml防
に
、
支

C
怖一一位
h
A
が
認
定

さ
れ
た
ノ
る
、

こ
の
！
主
J

に
、
同
の
河
訟
に
討
、
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
診
断
墓
所
が
採
川
す
る
疾
舟
概
念
の
相
迭
に
「
O

L

り
治
神
妓
忠
名
が
思
、
な
り
、

そ
の
結
来
、
告
一
日
詑
力
判
断
の
討
論
に
芸
阿
久
が
牛
じ
る
；
、
い
う
の
と
あ
れ
ば
、
あ
る
病
態
に
対
1

／
て
精
神
疾
患
h

析
を
り
え
る
と
い
う
7

円
七
ス
そ
の
主
の
は
、
主
任
詑
々
判
断
に
お
い
て
渋
心
的
な
立
法
抗
は
存
在
し
な
い
こ
乙
に
な
う
う
」
そ

L
て
、
い

の
よ
う
な
事
実
を
祈

り
や
↓
あ
れ
ば
、

精
祢
疾
山
町
l

名
は
、

牛
仙
怖
い
苛
一
子
的
岩
手
ホ
一
川
市
汁
ιれ
の
本
氏
で
は
な
い

の一
γ
よめ司令。

－ 
u 
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第
斗

fm
と
伊
神
快
出
心
斗
円
洋
州
判

氏
再
J

の
帰
結
p
～
し
て
、

y
引
神
挟
叩
ピ
の
〈
υ
併
を
め
♂
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
、
ν
て
お
一
一
う
c

一ぷ
ζ

一
〈
な
と
の
操
作
的
診
断
基
準
の

導
人
に
ご
り
、
は
稲
川
仰
疾
患
の
ん
umナ
診
附
い
引
J

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
ノ
て
い
る
が
、
こ
の
「
と
は
、
同

人
に
ほ
J

て
、
椋
料
以
の
清
油
供

中
広
々
引
が
り
え
ら
れ
う
る
こ
乙
を
喜
味
ず
る
ま
三
、
己
主
主
｝
〈
の
孝
人
干
狩
七
な
く
て
も
、

f
－
一
え
ば
一
ん
末
、
精
神
病
貨
を
そ
十
L

f
l
L

、
二
、
a

L
J
J
p
h
f

？刀

後
に
統
ム
2
式
調
症
を
発
症
ず
る
ぬ
ん
U
A】

こ
の
よ
う
な
場
合
、

に
坦
乏
し
F

一
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

『
）
印
『
乙
『
〈
の
述
論
に
従
う
に
、
比
相
会
性
入
試
u
障
害
況
判
持
病
問
）

ζ

統
合
牛
人
以
症
／
）
ピ
つ
精
神
f

長
空
名
だ
日
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

判
制
祢
疾
山
仰
心
引
が
早
ハ
な
れ
、
町
下
ハ
な
っ
た
診
断
カ
一
ノ
プ
リ
に
い
声
付
け
ら
れ
る
乙
い
つ
に
分
以
i
の
芸
異
L
h
y－
－
↑
在
？
な
、
ご
〆
｝
t

目
立
る

日J
ら
、
黄
門
J
技
力
判
断
基
却
の
摂
拠
ζ

な
る
指
綜
は
L～
日
て
な
い
こ
こ
に
な
る
。

と
こ
ろ
か
、
シ
ム
ナ
イ
ダ
！
の
川
町
制
分
類
々
決
に
よ
る

1r
、
統
合
失
調
症
は
、

病
気

で
あ
る
か
ら
、
責
汗
い
対
能
力
が
想
定
、
メ
れ

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

う
る
－

E
」
に
対
し
、
約
衿
病
質
は
、
1ι

一
気
一
で
な
レ
か
ら
、
た
と
え
ば
、

i
J
y
m
u
u法
宮
通
用
ず
る
と
、
限
定
貢
仔
能
力
に
常
ま

ど
の
よ
沿
っ
江
川
吋
終
的
原
因
の
ぬ
相
ー
を
松
州
知
と
し
え
玄
仔
能
力
判
桁
茶
店
t
だ
い
円
で
は
な
く

わ
が
臼
の
刊
川
内

る
こ
と
に
1
l
f
A
M

き
ら
に

に
お
い
て
も
、
村
神
病
震
に
占
ロ
じ
鼎
能
川
が
認
手
記
さ
れ
た
も
の
は
存
J
h

し
は
い
と
い
え
る
子
ら
、
実
務
十
也
、

統
合
失
調
－
f
と
情
い
神
州

メ
H

検
討
し
ず
九
下
人
う
に
、

皆
目
り
す
只
に
九
K
M判
断
誌
準
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
出
一
川
崎
で
き
よ
っ
。

中
称
神
経
系
山
一
機
依
的
変
化

ま
た
、

と
い
た
ノ
日
八
日
地
、
J
L
ん
何
一
凶
を
身
体
的
亮
一
例
と
、
J

て
右
紋
す
と
、
U

品川んはーだ訓症
L
Y
L
冗
什
い
剤
つ
～
一
可
ん
付
近
症
は
同

の
身
体
的
原
因
を
p
h
u

す
る

一
一
乙
に
ま
る
に
も
問
ゎ
、
h
J
F
J

、
土
只
何
一
民
心
判
断
の
足
直
は
門
呈
（
な
っ

E
Lい
る
と
い
え
る

し
か
し
、
症
状
の
横
断
的
制
祭
げ
に
け
か
ら
は
一
同

五
の
鑑
別
は
図
妊
で
あ
る
も
の
の
、
む
末
、
統
合
失
調
ヰ
女
持
っ
て
い
る
人
が
、
党
、
t
い
刈
を
使

μ
L、
干
の
こ
と
に
一
。
り
幻
覚
妄
佃
I

状
態
を
孟
一
3
0場九
f
J
u
u

け
に
初
芝
じ
う
る
の
で
ゐ
司
令
。

こ
の
－
寸
つ
な
精
神
疾
亭
、
け
合
併
を
予
定
す
会
午
、
ロ
羽
Y
H
H
A
引
の
河
論
や
一
ン
L

t
フ
イ
タ
の
俣
病
分
煩
方
法
な
ζ

と
い
〉
乙
俣
病
分

:1:,)(}(lt'?i日＇｝ Zil 5,3:2〔'JG'9 J 



"' 
一
期
方
出
一
り
追
い
に
悶
わ
ら
ず
、

ど
ち
ら
の
涜
神
疾
患
か
、
主
任
一
世
ハ
バ
判
断

7
」
〉
て
よ
と
溜
慌
が
あ
る
の
か
決
定
ナ
る
こ
と
が
川
能
で

あ
る
と
〕
て
も
、
P

て
の
制
情
今
、
許
制
J
1
る
過
だ
に
ふ
お
い
℃
、
福
池
一
昨
…
忌
乞
と
い
ろ
川
w，U
的
弔
五
だ
日
を
ず
ナ
l

杭
ず
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

-" 
訓 J

ら
の
b

市
川
河
扶
む
を
持
つ
人
の
行
為
時
に
ふ
お
付
る
H
ハ
体
的
情
仲
状
態
学
d

、
戎
ば
絹
神
世
状
の
一
昨
郎
叫
が
必
宏
、
夕
、
念
日
？
っ

」の
L
I仇

y

J

L

V

て

つ
な
前
提
に
斗
プ
二
、
精
神
疾
点
名
ば

い
る
精
神
状
悲
段
、

－
刊
は
消
神
症
状
に
つ
い
て
の
叫
絞
治
的
な
情
取
を

抗
は
い
す
る
f

ぃ
過
ぎ
な
く
な
り
、

「認一
A
4
i力
；
、
制
御
法
h
ん1
一
い
う
レ
珂
学
的
要
素
に
影
響
を
い
H
J
九
一
行
い
る
精
神
状
怒
像
、

或
は
精
神
州
状
」

h
r
、
友
汗
法
力
怖
寸
断
主
準
の
恨
拠
ν
」し
J〈
重
安
な
h
E
f
令
官
λ
1
4
0
J
る
こ
こ
に
な
る
の
で
d

め
る
n

第
一
二
市

生
物
学
的
安
素
と
し
て
の
情
村
状
態
像
・
心
情
村
抗
状

第
一
節

一
認
識
能
力
・
判
何
能
心
｝
ゲ
一
応
促
付
け
る
精
神
状
前
半
像
、
怯
情
怖
症
状

二、れ

t
で
検
討
し
ご
き
’
に
よ
奇
心
、
治
！
持
決
思
ケ
引
が
、
パ
ー
仲
立

Jrd交
友
の
山
一
行
で
は
は
い
と
［
て
も
、
ど
の
よ
う
は
情
神
状
態
像
、

ぃ
叫
引
は
柁
神
症
状
が
、
立
山
い
い
能
汀
判
い
析
に
影
響
し
う
る
の
か
が
問
題
1
r
h
rつう〔

N
f
pノ
川
出
一
ペ
〉
条
、

成
ひ
一
一
卜
条
に
は
、

病
的

な
一
d

神

と
「
ふ
の
紘
一
り
豆
大
な
心
神
心
変
以
以
外
に
、
寸
物
JV的
安
素
ー
し
し
て
、
1

制
収
機
い
よ
忠
誠
障
会
一
と
惜
し
神
薄
弱

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
ι

こ
こ
で
、
人
（
U

「
恨
添
い
当
議
河
合
Y
一
」
り
意
識
と
い
う
涜
神

い
く
つ
か
の
要
素
に
八
戸
J

げ
る
と
、

機
能
に
お
日
る
除
半
一
、
1

帳消体！』
ub

は
知
能
と
い
う
清
伸
機
能
に
お
け
る
陣
主
↓
と
〕
て
、
そ
れ
ぞ
れ
料
相
p
f
る
こ
と
が
可
院
し
r
な
る
戸

も
っ
と
も
、
意
識
し
）
い
て
ノ
川
明
神
機
阪
の
う
ち
、
党
旧
日
境
、
r
J
ν

て
拒
μ
刑
さ
れ
る
意
識
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
半
一
ぃ
、
。
り
、
ら
川
市
川
叩
出
動
の

機
詑
dh山
下
川
小
容
易
仁
相
山
之
さ
れ
う
る
か
、
J

、
精
神
機
桂
の
つ
も
、
認
知
機
設
こ
し
て
の
認
識
花
h
りや、

F
山
田
】
の
制
御
機
誌
と
し
て
の
制

仰
詑
力
の
欠
川
州
や
低
「
は
免
れ
な
い
こ
ー
一
に
な
る
ハ
ま
た
、
か
誌
と
い
う
精
神
出
慨
を
に
つ
い
て
J
＼
そ
の
正
大
的
な
障
害
に
よ
h
、白川

日
児
と
い
う
認
か
機
誌
の

部
が
止
詰
↑
〈
あ
3

て
も
、

知
識
の
獲
ん
わ
が
な
さ
札
な
い
場
合
が
恕
｛
疋
さ
れ
う
る
か
ら
、
必
一
品
能
力
の
欠
航
や
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川
山
川
下
は
免
れ
な
い
こ
J
N

な
る

〆

3

J

、

v
ーごっ
ω

l

L

人
の
精
神
機
能
の
う
ち
、
人
係
、
？
と
い
う
治
神
格
院
に
つ
い
亡
は
、

そ
の
障
害
に
よ
り
、

認
識
民
力
や
制
仰
能
力
が
欠
如
ず

る
判
明
ん
口
や
紙
下
↑
ゆ
る
場
介
が
、

山
ザ
呼
に
は
相
A

た
さ
れ
料
川
！
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
v

九〆

T
一
ナ
イ
ダ
7

の
攻
論
に
よ
る
六
人
培
は
、
、
引
念
、

知
誌
、
す
い
よ
州
立
y

の
消
沖
機
能
ぐ
／
了
れ
に
、
仙
仙
の
消
沖
機
誌
を
「
制
約
ず

い
山
小
判
回
心
社
会
的
お
よ
ひ
個
人
的
状
況
で
示
さ
れ
る

ば山

川
原
域
お
よ
び
斗
分
ゴ
身
」
／
一
戸
山
花

L
、
人
間
滞
係
J

／
込
J

ち
、
お
よ
び
um
山4
7
7

ず
る
持
続
的
様
式
1

と
定
義
さ
れ
る
n

る
機
化
官
を
必
ず
r引
と
点
訴
さ
れ
る
υ

ま
に
、
口
出
日
己
目
で
に
よ
る
と
、
人
法
は
、

こ
こ
亡
、
意
識
と
ど
っ
結
件
緩
桂
／
了
へ
一
一
と

γつ
精
神
綴
誌
を
比
較
す
る
と
、
ム
ロ
忠
誠
に
つ
い
て
は
、
も
コ
ば
い
d

一、

術
的
状
だ
ゃ
あ
る

一
忍
一
以
降
六
i

が、

他
心
結
持
機
能
り
活
動
一
水
準
を
規
定
一
G
J
γ

？
と
に
対

L
、
A

－LA
U中
点
、

i
Z
1
j
I
Y
 

そ
れ
が
抗
的
状
怒
で
あ
る
の
か
ど
う
か
に
時

わ
ら
ず
、
似
の
紡
神
機
能
心
作
殺
の
い
れ
叫
え
を
規
た
し
て
い
る
と
い
え
」
う
c

主
た
、
人
絡
を
知
能
と
比
較
す
る
と
、
川
知
能
に
つ
唱
て
は
、

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

一
進
法
行
為
を
行
4
一
川
能
2
十
い
司
ツ
に
よ
N

つ
に
、
法
山
胤
記
の
例
か
ら
の
悩
伯
概
念

、、

が
一
正
中
ー
す
る
お
柄
拘
内
山
慌
て
あ
る
よ
う
に
も
応
わ
れ
る
ν

し
か
し
、
そ
こ
で
は
、
知
能
と
い
う
精
神
機
能
を
利
用
し
て
、
迭
は
’
行
為
を

工
、
仁
司
心
u
b
p
u
v
一
コ
、
と
ま
、

」
t
I
1
自
J

J

5
し

v
l

決
意
一
宮
し
た
自
患
に
J

吋
し
と
責
に
い
非
雑
が
利
げ
ら
れ
る
の
で
の
り
知
能
と
い
う
終
神
機
能
手
の
も
の
に
対
し
て

市
民
ム
江
戸
れ

一IJ
一1
J

ftv 
入
山
中
」
行
う
」
知
山
町
と
い
う
ー
ド
一
価
係
機
人
与
が

直
ち
に
妥
当
す
る
と
は
い
え
と
い
て
あ
ろ
う

〉
ご
～
ろ
が
、
人
以
刊
は
、
「
法
律
に
か

17つ
れ
助
と
い
う
山
一
二
」
社
会
的
反
献
に
辿
ム
円
〕
な
レ
一
k
t
c

こ
れ
は
述
揃
の
高
闘
に
な
る
行
為

々
、
絞
り
京
）
行
う
こ
と
4ζ

不
J
C

れ
る
と
い
う
項
巨
け
つ
、
コ
民
三
宅
の
反
社
会
性
人
格
時
中

の
っ
ち
「
レ
グ
l

よあ司令、ぷえノ

に
、
精
神
店
内
」
T
的
仁
1

弘
、
法
規
範
の
側
か
ら
の
川
他
川
M
J
R
七
安
当
す
る
こ
と
が
あ
る
y
し
い
え
る
J

ま
三
、
日
也
に
拾
い

d
Lと
も
℃
つ
に
、
党

せ
い
制
問
中
毒
後
詰
注
を
：
什
つ
人
に
付
す
る
士
一
打

1
4力
判
断
に
お
い
て
、

多
く
の
場
弘
、

同
肉
付
け
人
の
人
点
一
ハ
が
妄
想
や
幻
J

定
に
完
全
に

λ

配
さ
B

れ
て
い
た

t
は
認
め
ら
れ
な
い
l

こ
し
て
、
限
定
責
打
能
力
が
認
定
3
れ
る
に
留
ま
る
と
ジ
フ
ヤ
ご
、
か
ら
は
、
人
一
洛
と
J

う
精
神

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ z:' 6:i＇、：z〔'JG'9 J 



"' 
機
能
が
肘
刊
か
で
も
品
川
Y
J
れ
て
い
土
の
で
あ
れ
ば
、

ード

t

A

r

－A

＼
J

ん
U
F
L

o
r
r
f
干｝

ふ
の
一
凡
さ
れ
h
J

人
倍
と
い
う
精
神
絞
舵
が
、

半
島
示
行
為
叫
ん
fhhhノ

あ
る
の
か
い
Y

っ
か
ピ
悶
わ
ら
ず
、
そ
の
人
絡
を
駅
他
ぷ
し
、
走
法
行
fdを
思
い
清
ま
る
と
い
う
こ
と
、
法
規
ノ
山
明
を
送
｛

lrる
こ
と
が
史

-" 
訓 J

訂
さ
れ
て
い
る
よ
う
九
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

J
？
υ
て
、
一
」
り
ょ
っ
な
人
同
刊
の
精
神
機
限
！
？
ザ
て
の
ね
刊
は
、
認
品
川
舵
I
ん
や
制
御
能
川

ι
い
っ
た
え
民
仔
箆
力
ぐ
い
う
什
川
記
入
を
趨
え
、
犯
罪
論
科
系
に
お
け
る
責
任
非
長
十
根
拠
u
hけ
る
も
の
に
し
て
も
理
解
、
う
る
て
あ
人

、ぺ
3

も
っ
こ
が
州
、
反
社
会
刊
入
山
勺
障
害
を
持
つ
人
が
行
っ
た
違
法
行
為
に
対
し
て
、

｝
か
な
う
じ
動
／
｝
い
う
日
一
で
社
会
的
規
制
酔

に
迎
合
じ
な
い
ー

と
い
コ
に
将
竹
合
従
え
、
山
内
規
範
心
間
百
ら
は
よ
り
強
二
民
仔
非
維
が
主
め
ら
れ
る
ら
」
し
と
も
、

F

」人つヤ」、

ア
／
よ
1
1

人
AYlよ
る
思
［
必
の
統
一
引
刀
逸
説
L
て
し
ま
い
、

半

1~： 

o;r: 
j却
j百
)J 
C) 
んが
ノ、

1;' 
s/e> 

fit 

免
れ
i'.t 

d、

fl'i 
な ffit
j晃十↓
A、，； J、
円む u

も；：：
十こ草
分し

に
相
山
｛
疋
ム
コ
」
れ
下
ブ
ヲ
匂
の
で
私
心
ヴ
内
U

O

第

ぷ

即

不
変
1

1

デ
れ
る
生
物
”

γ的
要
品
川

さ
て
、
知
能
1r
い
う
陪
い
神
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の
治
官
で
あ
る
一
抽
；
仰
足
以

中
持
つ
人

の
う
丸
、

治
fb機
能
は
、
抗
出
世
的

努
力
に
工
り
改
芸
し
う
る
と
ぎ
れ
る
が
、
山
花
知
性
知
能
指
料
引
は
、
よ
り
安
定
し
た
ね
沼
と
し

f

同
町
v

二
、
一
）
J

Y
H
b
L
i
F
J
 

知
的
持
数
の
改
善
見
込
み
は
な
い
ご
と
に
な
る
ま
た
、
人
格
、
と
い
う
精
神
機
能
に
つ
い
て
も
、

1
～

i
p

～ロ印
hrh

ロ＼4
り
ん
止
認
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
ど
、
そ
の
門
存
が
お
執
す
る
と
く
仁
れ
、
そ
の
特
性
は
、
「
人
格
防
f
l」
に
つ
い
J
L
J
U
J
久山一
J
f
るつ

」の工
I
T
V
J
L
、
言
明

州
沖
度
計
と

1

人
格
陪
￥
一
は
、

持
続
ず
る
」
と
い
っ
丈
史
に
お
い
て
、
共
泊
し
ス
特
性
古
有
し
て
し
る

2
い
え
よ
う
f

こ
の
工
え
ノ

れ
仁
平
工

L
ど、

l
アム
1
1
r
l

精
神
起
川
W
L
を
持
つ
人
や
、

「
人
格
障
害
L

つ
人
の
支
任
詑
力
判
断
に
つ
い
て
、

精
神
状
態
依
、
i

以
ば
精
神
症

状
に
つ
い
て

4
1存
続
す
る
」
乙
い
っ
た
れ
性
が
妥
り
了
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
精
沖
？
枚
世
名
を
焦
常

ζ
L
行
場
九
「
だ
け
で
は
な
く
、
消

神
状
態
像
、
或
は
精
神
症
状
や
長
押
与
し
に
場
b
r
に
も
、
中
、
什
ー
～
結
九
一
岬
は
、
生
広
一
交
わ
ら
な
い
戸
ふ
う
に
も
同
、
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
い
昨
一
刻
肢
の
状
能
川
に
あ
る
涜
神
淫
笹
川
J
V一
持
コ
人
が
れ
「
に
詐
欺
、
市
浪
、

の
事
出
火
人
に
つ
い
て
、
窃
ル
川
町
、
強
姦

致
俗
に
つ
い
て
は
版
記
責
任
彪
必
が
剖
同
定
さ
れ
、

J
U
欺
に
つ
い
て
は
冠
全
員
任
従
力
が
認
定
さ
れ
、

責
任
能
ん
判
断
が
な
さ
れ
た
判
測
が
存
在
J

て
い
る
戸
ふ

L
亡、

行
為
類
型
ピ
よ
っ
て
、

思
、
な
っ
た

こ
の
判
刈
に
お
い
亡
は
、

い
う
清
神
疾
山
町
一
山
一
一
乙
一
票
日
け

て
い
る
銃
後
の
降
バ
一
口
か
ら
、

立刈べ枠制叫
ζ

い
わ
れ
る
罪
に
け
刊
し
て
、

昨
俸
に
限
定
支
粁
誌
力
向
、
あ
る
か
否
か
す
決
心
」
2

べ
き
で
な
い

ζ
L

て
い
る
っ
山
品
か
に
、
知
花
の
際
世
T

ん
に
よ
っ
て
、
文
台
偽
造
が
一
訂
さ
れ
な
い
』
｝
こ
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
窃
盗
や
殺
人
に
つ
い
て
は
わ
か

3
vれ
る
r
寸
つ
に

児
、
よ
り
志
反
伝
灯
詑
が
必
市
に
こ
さ
れ
る
よ
う
な
罪
殺
に
つ
い
て
は
告
が
止
応
力
か
ほ
N

L

J

る
と

L
、
そ
う
で

は
な
い
白
弘
、
犯
行
よ
「
な
持
続
に
つ
い
γ
は
汽
任
能
力
が
認
民
ム
れ
る
と
す
る
、
｝
乙
は
、
立
当
性
を
有
L
て
い

し
か
し

強
姦
致
傷
に
つ
い
て
は
限
定
貢
汗
能
力
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
詐
欺
に
つ
い
て
は
、
「
わ

｝
の
判
釈
に
お
い
て
は

に
平
吊

に
お
い
て
さ
ほ
乙
毛
症
と
は
一
え
な
い
叫
伯
仲
薄
弱
者
例
、
え
ば
魯
鈍
者
、

打
川
杭
川
竹
川
の
各
へ
刀

川
枇
ム
十
痴
「
用
い
者
に
あ
っ
て
は
、

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

野
に
お
い

U
G光
速
の
ぽ
ム
ー
は
必
FJし
も
ね
で
江
レ
ば
か
り
て
は
ノ
＼
そ
の
精
神
状
肢
も
悼
に
一
定
不
変
り
も
の
と
ぽ
己
完
ず
、
お
殊

な
生
活
将
棋
ピ
合
す
る
わ
効
場
前
に
お
い
て
は
常
人
と
女
ら
ぬ
知
能
を
を
討
す
G
こ
し
し
が
あ
り
氾
け
る
の
立
あ
Q

か
ら
、
こ
の
よ
う
注
者

が
に
主
に
ま
持
数
、
偽
造
作
I
J
の
い
わ
ゆ
る
知
能
犯
と
い
わ
れ
る
揮
を
犯
し
た
場
今
に
は
、
を
の
醤
の
一
い
刊
の
片
品
計
る
精
神
薄
弱
の
行
皮
か

ら
白
ち
に
般
的
な
推
血
中
」
用
い
て
心
神
耗
弱
か
r
p
F
U」
決
す
べ
き
も
、
り
で
は
な
く
、

特
定
心
行
為
に
つ
い
て
メ
の
具
、
山
内
的
状
↓
刊
を
あ

ね
j

山
快
討
ず
る
必
Htvmず
あ
る
」
こ
と
を
担
河
川
ケ
〆
て
店
先
行
貝
任
中
限
み
が
認
定
さ
れ
て
い
ゐ
か
ら
、
知
能
の
院
コ
［
が
f
刊一什

v

て
L
だ
こ
l
c

が
明
ら
か
で
あ
コ
て
？
仏
、
何
別
具
体
的
に
、
清
川
叩
z

任
状
、
と
行
為
と
の
関
連
を
主
校
す
べ
き
こ
し
て
、
責
任
前
カ
判
断
が
行
わ
れ
た
と
い

？
f
、、ヘゴ、、

県川刈川川
H
V

山部じ枠内

！
日
は
清
伸
虹
状
即
日
v
f
h

視
さ
れ
る
だ
け
で
は
ヨ

え
る
で
あ
ろ
う
、
こ
の
日
む
つ
な
判
一
小
か
ら
は
、
文
行
紅
花
h
M
判
断
に
際
L
、

( 、

の
杓
州
内
状
悲
惨
、
！
日
は
清
神
症
状
が
F

久
月
十
ν
て
持
続
す
る
よ
う
な
特
性
を
来
し
て
U

た

ζ
L
てーも、

m判
別

R
外
的
九
汁
nI1為

と
の
相
対
的
人
位
浮
怖
を
重
明
ム
ロ
ノ
ペ
さ
↑
〈
あ
る
と
い
え
士
7
0
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"' 
b
3
一
と
も
、
乙
の
よ
ぷ
な
向
島
は
、
刑
伝
子
山
沿
い
と
は

部
分
的
責
任
能
力
中
認
め
つ
る
か
と
い
っ
h

問
題
2
f
v

-" 
訓 J

さ
に
と
い
、
え
る
v

P

て
し
て
、
部
分
的
責
村
山
能
お
こ
い
う
点
、
の
の
ん
行
立
を
認
め
る
べ
犯
行
ζ

川
神
防
宅
、
j

の
図
宗
関
係
げ
か
明
ら
か
で
あ

る
場
合
に
限
コ
て
責
任
川
能
力
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
拾
い
怖
や
、
文
書
偽
造
や
詐
欺
の
な
味
を
炉
一
叩
が
で
き
な
い
ー
は
、
傷
口
ギ

や
窃
絞
の
γ

て
つ
な
単
i

州
内
な
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
什
会
A
1
活
に
お
け
る
在
味
を
八
万
に
沖
解
す
る
こ
ペ
ー
で
き
な
い
乙
考
え
る
こ
し
、

日

か
安
当
己
あ
る
ζ

い
ヮ
た
rf隔
が
存
在

γ
る。

1
f
M
L
、
部
分
的
責
任
花
力
を
認
め
る
か
認
め
z叫
い
か
と
い
う

を
1
E
J

f
k
十ぇ「「
J

川
町
に
お
円
る
生
物
学
的
要
素
を
仙
川
神
fK世
名
／
一
し
て
洋
一
併
4
0
J

る
協
会
に
川
向
山
述
に
な
る
ふ
う
に
弘
わ
れ
、
行
持
者
の
俳
阿
川
長
体
的
日
始

神
状
態
像
、
或
は
精
神
症
状
や
重
伺
ず
る
の

い
相
い
ら
、
開
設
は
生
じ
な
い
乙
い
っ
て
よ
い

C
4め
ろ
A
U

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
に
よ
う
に
、
精
神
状
態
段
、
f

は
は
結
件
症
状
が
企
じ
る
精
持
機
能
の
領
域
の
、
河
い
に
ム
コ
て
、
古
汗
花
h
川
河

前
に
お
口
司
令
幼
巣
が
民
な
る
ご
と
が
指
摘
で
き
ー
で
為
ろ
う
〈

と
く
に
、
人
格

t
T
1
柿
持
機
能
は
、
ぃ
只
任
論
の
枠
組
み
に
お
唱

C
、

責
町
中
ヰ
司
掛
川
ん
乞
判
状
拠
付
け
る
方
向
吟
と
、
責
任
能
力
が
低
下
す
る
f
と
に
よ
い
行
責
任
非
ヰ
テ
減
少
さ
仕
る
h
M性
、
こ
い
つ
に
、
花
守
山
ヲ
る

州
制
限
ポ
が
党
守
す
る
一
」
と
が
め
る
と
い
え
よ
弓
ν

ま
た
、

認
識
能
刀
1
3
k

制
御
能
力
に
影
響
か
ど

7
え
作
る
特
J

仰川竹山中〕像、

戒
は
精
神
似
以

が
生
じ
る
情
い
伸
機
能
L

つ
い
て
、
そ
わ
ら
が
交
手
記
し
て
は
什
H
叫
い
す
る
と
い
っ
た
特
丹
十
有
し
て
い
に
と
し
ず
也
、
古
門
任
能
力
判
断
の
際
に

は
、
悩
別
け
斗
一
体
的
な
行
為
と
の
川
引
4

眠
的
、
ぷ
検
出
一
昨
行
為
円
必
要
性
が
指
摘
で
き
る
と
あ
F

つ
う

川
市
川

ヨ
物
九
日
了
的
姿
哀
こ
訂
為
瓦
打
よ
の
関
係

第
一
泊

精
神
除
去
者
概
念
の
影
響

き
て
、
1

統
合
先
課
症
者
」

乙
い
一
っ
た
応
叶
の
す
い
杵
か
ら
、
統
合
失
調
症
こ
い
う
精
神
広
告
名
が
与
え
ら
れ
る
対
象
は
、

の
結
件
岐
阜
出
に
日
明
智
L
て
、
る
一
ヘ
ー

U

叫
叩
か
に
、
可
禄
日
戸
、
と
は
、
精
神
障
告
者
と
い
っ
ー
～
用
尚
三
行
f

北 、、
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？ 



か
っ
ラ
も
合
甘
い
対
二
叫
ぃ
記
さ
れ
る
つ
し
か
し
、
こ
こ
で
、
身
体
ド
？
に
希
同
門
j
る
と
、
ふ
と
、
ズ
ば
、
胃
痛
と
い
う
長
怠
乞
は
、

η
は
癌
に
荏
ロ
ー

し
て
い
る
人
で
は
ま
く
、
細
陀
巧
坦
J

子
的
に

の
も
の
の
有
汗
に
え
ら
り
る
と
）
い
え
ヲ
「
そ
ご
亡
、
同

の
こ
と
は
、
清
神
医
2Jを
医
予
の
分
貯
と
、
d
J
L

把
握
ず
る
限
u
、
治
神
ι富
山
れ
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
、
古
ノ
ピ
思
わ
れ
る
つ
清
伸
挟

庄
は
、
一
侭
々
伝
慨
念
に
ょ
う

比
山
神
校
中
広
包
は
、

そ
れ
を
そ
に
リ
え
れ
げ
て
パ
ド
る
概
允
に
付
し
て
ト
ハ
J

え
ら
れ
る
こ
述

簿
で
き
る
」

つ
ま
り
、
統
合
失
調
京
ζ

い
う
精
神
疾
患
ち
が
り
え
ら
れ
る
の
は
、
統
ひ
美
諸
杭
に
信
忠

L
て
い
る
「
人
で
は
仕
く
、

げ
の
へ
が

安
想
、
ド
は
は
戒
ιに
同
鈍
麻
な
こ
と
い
っ
？
に
結
件
症
状
z
V
｝1
じ
じ
た
場
合
に
、

J

れ
九
の
存
在
に
と
ノ
て
統
ん
じ
失
点
佐
？

L
て
慨
九
品
化
さ
れ
る
精
神
状
法
像
、
或
は
精
神
u
t
状
に
ソ
よ
八
ら
れ
る
と

ρ
号
令
て
あ
ろ
う
。
こ
り
寸
つ
な
立
病
か
ら
は
、
あ
る
ヘ
に
対

し
て
、
統
ム
r牛
人
税
杭
に
い
う
結
件
ι
俣
市
山
名
が
与
え
ら
れ
乙
y
｝
）
〆
て
も
、
そ
の
人
は
、
絞
ら
1
牛
ヘ
凶
作
社
軒
で
は
仕
P

＼
1

4

統
合
小
中
入
訳
！
↑
慌
を
弓

つ
人
一
と
し
て
泣
解
さ
れ
る
ご
と
に
ヲ
今

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

と
は
、
結
！
何
分
裂
病
、
精
神
伶
用
物
賞
に
よ
る
急
性
中
ヰ
r
人
以
そ
の
依
存
症
、

知
的
清
宍
、
梼
出
判
病
F
H
そ
の
ね
の
符
神
仏
快
山
む
を
有
す
る
者
一
と
比
定
さ
れ
、
柁
神
道
害
者
を
、
精
神
昨
炊
事
中
有
す
る
布
、
よ
い
う
い
人
学
的

ま
た
、
清
」
阿
保
従
軍
付
法
に
は
、
一
「
治
！
荷
停
告
者

概
念
て
長
え
て
い
る
、
」
と
に
討
し
、
陪
小
了
者
芯
本
～
い
で
は
、
「
「
時

τ者

宝
一
一
と
総
称

F
る
C

〕
が
忘
る
ー
ド
一
め
、

身
終
結
害
、
知
的
障
吉
正
ば
衿
神
障
害
（
以
ド
「
川
晶

表
期
に
わ
た
り
ヨ
注
ヨ
1什
又
は
社
会
井
活
に
相
当
な
制
約
，

t受
け
る
打
者

L
Y
一
札
定

5
れ、

" lふ
巴 0,

前
川
防
い
ム
「
ィ
に
羽
日
工
、
抑
仙
人
J
品
、
判
怯
え
て
い
る
戸

際
主
］
若
宮
、

つ
ま
り
、
清
沖
障
王
者
は
、

柏
市
川
医
－
γ的
概
念

t
防
力
障
害
に
着
巨
ヲ
J
hん

概
止
の
一
同
者
に
よ
っ
て
概
念
化
J
C

れ
る
し
守
、
）
て
、
九
位
神
時
中
者
宇
一
、
能
力
陣
中
に
J
h
い
い
し
し
ん
」
概
念
乙
し

E
捉
え
z人
場
合
、

長
期
に

ね
た
り
精
神
障
ι
古
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
子
公
c
れ
て
U

あ
r日
人
に
対

L
亡
、
統
品
円
矢
調
抗
と
い
う
精
神
性

中
広
ヤ
口
が
日
え
ら
れ
た
場
台
、
品
、
の
人
に
対
し
て
、
絞
ム
い
z丈
調
伴
者
と

L
亡
主
解
さ
れ
う
る
よ
、
）
に
も
出
わ
れ
る

L
か
し
、
統
台
央
部
位
者
で
ふ
の
つ
℃
も
、
そ
の
者
が
は
ア

γ
る
粘
神
状
能
J

段
、
或
は
結
枠
拡
状
は
、
軽
快
め
ら
拘
可
じ
を
繰
り
返
し
な
が
ら

涜
神
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"' 
家
到
し
そ
る
も
の
で
あ
け
、
そ
の
yJ
討
す
ピ
受
け
立
が
ら
、
日
IHバ
ー
活
、
又
は
J
会
宇
活
に
お
け
る
能
h
A
障
害
対
。
変
動
し
う
る
と
い
、
え
る

し
か
ら
、
同
叶
日
叩
荷
主
主
工
卒
、
脱
力
障
主
に
若
い
H
H
L
L
l
h
概
念
ゼ
祝
え
た
と
し
て
も
、
山
ド
カ
障
害
が
存
在

F
るも
r

い
え
ノ
持
続
性
心
指
標
が
ι？
に

-" 
訓 J

ら
れ
る

能
力
障
害
の
助
お
性
ゃ
、
改
一
一
口
性
ま
で
も
ぶ
口
一
止
す
る
ミ
と
に
は
な
、
h
な
い
と
あ

72ノU
土
土
、
い
ん
叫
川
立
の
貢
甘

詑
力
に
つ
い
て
剥
之
し
に
刊
法
四
条
が
、

十
小
北
A

】
年
に
削
除
さ
れ
た
h
｝

の
河
川
明
に
止
つ
よ
う
に
思
わ
れ
叱
同
条
が
削
除

さ
れ
た
一
村
総
は
、
聴
党
障
害
者
に
対
す
る
隊
法
訓
練
や
J
ハ
ピ
1

ア
ー
、
ン
s

ン
な
ど
の
f

刈
川
ポ
に
よ
り
、
脈
党
以
外
の
仙
の
伯
仲
機
先
代
訂

ーすJ
仏、

y
」／、ー～、

一
寸
可
問
機
能
へ
の
影
響
を
伝
小
限
に
抑
え
忌
こ
と
が
亡
き
る
よ
う
に
な
っ
さ
」
ζ

伯、、

こ
の
規
定
が
結
比
障
害
者
｛
～
対
す

る
偏
日
ノ
を
斤
1

じ
か
ね
へ
は
い
と
い
う
こ
／
）
げ
な
め
る
と

3
れ
る
。
満
州
一
見
附
同
作
円
に
令
ふ
っ
て
こ
も
人
的
に
ヨ
じ
る
精
神
的
附
詑
交
述
＼
の
げ
が
謹
一
台
、

ー
見
障
宇
ハ
者
の
ふ
注
力
除
山
ム
口
／
「
て
況
に
る
T

＼

プ
J

一
心
能
力
障
害
の
m
U
度
中
一
改
善
す
る
こ
川
う
可
能
性
刀
、

い
ん
位
者
の
宣
止
能
力
川
児
ん
や
り

引
没
さ
れ
た
一
つ
の
似
拠
で
忘
る
と
理
問
山
ヲ
る
こ
1
h
m
可
能
で
あ
ろ
う
〈

こ
の
よ
う
に
、
椅
林
障
害
者
官
、
医

jrrd概
念
、
或
は
能
力
隊
合
に
者
伺
し
た
概
念
の
い
ず
れ
に
よ
；
工
従
え
よ
う
と
も
、
権
伸
一
埠

宝

U
Rの
精
神
状
能
、
段
、
陪
い
神
広
↓
仏
、

v
止
び
に
能
力
M
4
i
古
ん
川
町
、
反
均
一
［
う
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
t
良
江
れ
能
刀
判
一
射
に
つ
い
て
、
統
合
牛
へ

朝
刊
ん
か
芸
と
い
っ
た
上
う
な
お
神
間
団
害
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
泊
料
的
一
人
、
認
識
能
刀
や
制
御
能
々
と
い
う
玄
任
能
力
の
判
断
ピ

基
倍
付
け
る
根
拠
は
導
山
川
さ
れ
ん
仇
い
こ
と
に
な
る
v

ぷ
し
て
、
主
任

zmA判
断
に
い
ω
い
て
、
治
神
邦
害
者
で
め
る
1
／
い
う
持
椋
は
、

健
司
者
で
あ
る
の
か
否
か
」

ζ

い
コ
た
、
行
為
者
の
い
川
悦
を
八
万
領
す
る
機
舵
L
か
持
ち
得
な
い
こ
と
い
会
句
、
具
体
的
責
任
能
ん
刊

阿
に
問
、
わ
る
情
報
は
、

即
座
に
は
料
、
コ
れ
な
い
こ
p

に
な
る
一

第

川

町

過
性
、
こ
さ
れ
る
べ
J

物
学
的
吹
京
一

最
内
伐
に
、
本
F
の
結
論
を
導
ノ
＼
｝
芝
、
健
AW苔
に
烹
じ
ろ
る
桁
劃
一
行
為
に
つ
い
て
の
検
討
が
武
4
ょ
う
。
伯
尚
行
為
は
、
九
叫
ん
ら
わ

［似J<oL/)56 !.3ヲBi680、！！066.9 ・' 



別
な
主
主
一
な
ね
っ
て
い
訟
い
犯
需
告
に
つ
い
て
、
実
に
い
能
力
が
欠
如
、
成
は
怪
ド
ず
る
場
斗
円
で
あ
る
と

一対一

市
助
乞
「
さ
性
で
山
加
茂
の
、
か
つ
一
吋
体
凶
作
用
状
主
伴
う
反
応
性
竺
感
情
な
と
と
定
義
さ
れ
る

え
村
ハ
U

ン
工
J
f

実F

ハコ

件析の
b

伯
パ
再
現
象
と
J

て
川
批
え
る
つ
ふ
」
ヲ

J

J

｛＼

批
常
乏
に
2

一
、
ご
つ
る
情
的
に
つ
い
て
、

情
品
川
ぷ
、
ご
く
政
く
別
品
、
ν
い
場
合
に
は
、

失
が
起
こ

h
う
る
〉
一
い
う
レ
ル
～
J

（
の
克
服
を
ね
介
1

）
つ
つ
も
、
武
刊
日
な
は
、
身
H
判
的
な
障
宍
条
刊
を
欠
く
陸
軍
有
の
情
動
は
、
京

江
詑
力
の
減
免
の
、
川
桜
条
件
け
と
な
る
よ

7
J古
識
障
害
を
均
約
止
し
な
い
と
い

つ
ま
り
、
健
常
人
に
ヨ
じ
る
情
動

に
つ
い
て
、
意
識
除
山
昔
、
乙
く
に
、
責
吋
ー
無
能
力
を
手
く
よ
う
な
担
告
の
店
ぷ
障
害
を
伴
う
引
乙
う
か
で

L
d川
が
分
一
い
れ
て
い
る
こ
？
ご

を
」
り
酌
め
ば
小
、
口
、

恰
品
川
行
為
が
一
杓
劫
／
）

γつ
ノ
惑
い
恒
の
旬
、
岐
に
山
川
現
｝
ご
寸
る
術
件
現
象
ペ
ザ
原
凶
に
な
っ
て
い
る
、
」
と
や
、

持
い
玲
が
健
常
者

に
U
現
じ
う
る
村
川
羽
曳
p

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
〈
の
毘
引
に
お
い
て

る
こ
乙
を
認
め
て
い
る
。

こ
ご
亡
、
健
何
者
と
い
う
用
訟
の
ん
J

泌
が
問
題
2
～ハゆろう
c

依
か
に
、
健
常
者
守
、
叫
川
神
寸
～
山
中
を
ね
っ
て
レ
な
い
人
と
し
と
桜
え
る

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

と
、
治
」
和
む
町
中
什
者
で
は
小
ゆ
く
て
も
、
責
勺
－
能
ん
が
欠
凱
、
成
は
低
下
す
る
場
介
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
椅
衿
片
泊
、
の
有
叫
は
、

宣
伝
能
汀
刊
新
L

は
決
以
的
で
は
に
い
と
も
L
え
る
わ
三
む
よ
う
ほ
理
Mmか
ら
は
、
生
物
、

γ的
安
去
を
精
神
疾
患
名
と
し
て
理
解
（
た

場
合
、
認
識
能
川
や
制
御
能
力
？
亡
の
も
の
だ
け
が
立
に
い
能
力
判
断
の
茶
店
ー
に
ぷ
る
で
為
ろ
う
っ

も
つ
一
と
も
、
健
常
者
、
中
、
バ
以
神
波
山
川
叫
な
持
っ
て
い
h
b
い
人
と
し
て
捉
え
た
と
し
て
也
、
結
神
混
同
や
i
h
h
汎
糾
口
九
ん
注
渇
宝
ロ
な
と
、
年
末

的
に
b

市
神
機
能
の
領
域
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
精
神
伴
、
山
内
い
や
一
除
レ
て
、
精
神
疾
患
は
、

む
十
世
、
清
伸
ι吐
息
を
持
〉
て
い
な
L
人

ま
れ
ノ
、
健
J
弔
苦
い
党
伍
す
る
と
川
町
間
炉
、
い
て
よ
い
で
あ
う

7
F
i円
一
、
情
動
行
為
に
お
け
る
健
市
立
と
い
う
山
川
河
は
、
清
川
沖
降
客
さ
と
い
う

用
語
、
二
乙
も
に
、
ム
一
江
い
花
力
判
断
に
お
い
て
決
之
的
な
戸
川
浩
司
を
持
た
な
ど
｝
こ
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
こ
の
士
つ
な
球
簿
か
ら
は
、
行
為

有
に
つ
い
て
の
杓
沖
疾
患

戸
一
科
能
力
判
断
に
い
F
u
m
H
を
当
え
1
J
い
こ
と
に
な
る
〉

障
害
の
公
症
ζ

γ

1

時
間
総
に
沿
っ
た
視
点
、
か
ら
は
、

円
恥
ド
川
、
持
動
行
為
は
、

統
合
央
部
抗
の
寸
つ
に
慢
性
心
経
ι

泌
を
山
一
る
の
で
は Jコ

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ Z:C; 6'1 :z〔'JG'9 J 



"' 
λ
lふ
夕
、

、J

過
料
い
に
出
足
し
う
る
場
合
で
あ
る
と
い
パ
る
か
、
つ
、

ψ
一
常
者
に
生
d

三
ノ
ザ
乏
し
」
民
解
さ
れ
る
と
と
が
納
得
で
き
よ
う
〈
に
そ

し
亡
、
情
勅
行
為
が
、
責
任
区
心
が
欠
如
、
戎
は
低
「
ず
る
場
合
と
さ
れ
る
の
は
、
情
助
と
い
う
感
情
の
領
域
ピ
山
市
f
r
2
0消
神
現

-" 
訓 J

象
が
語
肉
と
ん
d

わ
、
平
』

の
、
「
認
識
能
力
と
制
御
限
カ
に
影
響
を

17F九
何
る
拍
待
状
怒
没
、

戎
は
稲
神
州
状
」

が
生

1ZJる
日
い
ふ
叶
性
が
が
有
L
て
い
る
か
ら
ぐ
い
え
る
で
や
っ
つ

J

子』

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
操
作
的
訟
出
町
長
A
円
で
あ
る
ロ
沼
品
同
〈
－
d
泣
け
入
に
ム
り
、
責
任
能
力
吋
断
に
お
け
る
生
物
学
的
民
京
け
勾

tb
乙
し
て
、
市
純
げ
い
、
仲
相
廿
刊
十
J

山
u
t
h
こ
し
て
立
併
「
司
令
こ
ζ

の
限
界
小
川
ら
か
に
な
コ
h
ー
で
あ
ろ
う
u

そ
し
で
、
、
一
の
よ
う
ば
限
界
を

で
、
、

γれ
ま
で
倹
討
し
て
き
た
よ
ち
に

f
J
i
y
川
刑
法
が
、
柿
川
内
作
明
日
に
対
し
て
責
咋
い
叫
能
力
を
一
点
山
1
4
し
よ
う
と
し
た
際
、

仕
出
持
制
と
日
1
4

制

2
レ
っ
た
程
度
概
念
を
押
出
し
？
な
」
と
や
、
わ
が
巴
の
判
例
に
お
い
て
、
党
山
t
レ
占
夜
中
存
u
h
r
造
作
い
ん
に
対
し
亡
、
岨
似

｛
疋
玄
任
能
川
吉
し
叫
ん
以
す
る
際
、
多
〈
（
山
判
例
守
山
、

人
格
か
ー
与
忽
や
幻

ryに
完
全
に
支
目
さ
れ
て
い
な
い

1
3
L
J
h

つ
フ
レ
ー
ズ

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
病
状
の
程
度
や
松
重
に
よ
り
、
お
神
什
ん
忠
タ
］
円
山
明
氏
以
る
い
」
と
が
あ
る
と
い
ハ
た
こ
と
な
ど
し
ピ
踏
ま
え
る
と
、
ム
ば

る
ほ
ど
、
責

F
E
A判
断
に
お
け
る
と
り
実
践
的
な
続
出
か
つ
は
、

バー均
J
f
的
一
辺
哀
の
内
存
は
、
治
神
走
態
段
、

戒
は
結
神
症
決
と
し

て
把
摂
さ
れ
る
乙
と
の
妥
当
一
性
げ
か
ぶ
さ
れ
L

ぺ
で
あ
ろ
そ
（

ま
た
、
川
市
神
状
態
魚
、

必
は
）
…
ゆ
症
状
が
μ
ド
じ
る
治
神
格
院
の
悩
一
ほ
の
一
追
い
に
よ
っ
て
、
主
伴
前
十
心
判
断
い
お
け
る
効
呆
が
異
な
り
、

健
三
台
や
精
神
障
ι
古
者
と
い
つ
だ
行
為
者
の
同
性
か
ら
は
、

、台（
h
u
t正

h
円
断
幕
内
の
山
知
隙
が
寺
山
凶
さ
れ
な
い
h
7
4
が
明
ら
か

／
）

h
ゆ
っ

h
l

～υ
L

J

ご

り
H
h

、
悩
政
行
為
に
つ
い
て
の
検
討
か
え
す
む
訟
降
±
γ
J
ζ

こ
い
つ
十
一
治
神
状
態
段
、

rdん
や
Jm
主
l
j
hド
仕
ト
大

U

、H
N
シ
位
向
ヒ
ヒ

J

ι
7
1
h柄
引
i
1
4
v
ん
一
店
長
山
戸
）

や
制
御
法

h
f
Cう
責
任
能
力
に
MH響
か
に
J

子
つ
る
こ

い
つ
ず
に

lfい叩」ゅのノ
J

ろノ円
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円
で
し
て
、
責
任
限
カ
ナ
ピ
有
宣
付
九
能
々
と
し
て
問
問
併
す
る
民
的
、

そ
の
内
容
は
、
山
N

叫
設
舵
力
や
制
御
能
力
三
求
め
ら
れ
る
と
い
、
え
る

、一、
J

、

A
I
M
B

と

認
識
能
力
と
制
御
町
民
力
に
影
響
を
九
J

主
将
る
清
神
状
態
没
、

と
し
て
い
つ
え
、
り

d

行
吻
必
ず
的
要
士
一
品
川
の
内
容
は
、

或
は
治
神
泣
い
状

れ
ゆ
や
こ

4

山ん
d

マ匂の引にしめゆ
h
w戸

治
引
立
与
＋
i

責
仔
謎
刀
河
断
に
お
け
る
精
神
浜
市
u
名

第
一
約

精
神
宮
山
之
祈
り
一
粘
林
一
け
降
宵
L

を
め
く
る
域
界
線

こ
ご
て
、
実
汗
能
力
司
断
に
お
日
る

精
神
け

除
;i,: 

J工

己主ニ山
内りも
ョE

御
ヮE
力
彩写号日
tぅ

"' 
ヲ
ヲ

作
る
精
村

状,,:e 
i象
,c¥ 
は
精

枠
拡
状
i

ζ

し
て
注
射
汽
れ
る
こ
と
が
切
ら
か
／
一
な
ノ
に
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
共
な
列
解
J
J
h
J
は
、
精
神
衣
ー
患
名
／
｝
頁
正
能
力

Y1断
に

h
A
日
る
一
精
神
〔
v
h鴨
川
札
口
と
の
境
岸
線
万
円
惣
と
な
ろ
う
η

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇：こっしと

仕出柏パム弘
z
u
v臼
は
、
抽
仰
い
仰
L

役山市
ι
分
緩
ん
ら
日
り
町
、
病
問
凶
設
と
い
コ
た
よ
う
云
、
り
で
、
れ
ぞ
れ
の
開
制
点
か
ら
ア
ブ
リ
ー
リ
に
’
氾
設
さ
れ
七
も

の
で
み
り
、
梼
ぬ
疾
患
%
が
i

沈
下
北
沢
れ
る
と
れ
ぎ
れ
の
倣
域
L

お
け
る
忌
ヤ
的
判
他
概
念
主
人
け
ん
だ
J

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
た
と
え

ば
、
ロ
ヨ
工
〈

L
G在
す
る

1

原
発
作
不
眠
応
も
、
日
学
的
刊
誌
は
同
九
AJTム
rい
ん
だ
仲
村
神
長
帯
主

J
し
て
犯
怒
き
れ
る
こ
と
に
ふ
る
っ

し
か
し
、
通
常
、

こ
の
工
う
な
拘
神
仏
忠
名
か
、
口
、

印
店
h
H
h

、
認
識
能
h
A
や
制
制
限
力
に
界
初
を
干
J

ん
旧
作
る
よ
い
の
ー
な
お
神
状
閉
山
像
、
戎

は
ρ

明
神
症
状
ん
4

与
す
る
場
合
主
ほ
れ
こ
と
は
悠
一
仏
外
と
な
ろ
う
c

4
h…
恨
の
見
解
に
お
い
て
は
、

十
民
任
前
々
判
断
に
d

お
け
る

ウ小
Z
Y札
、

「b
河
郊
の
防
宇
」
問
、

「
認
識
能
力
と
制
’
州
限
カ
ピ
影
響
U
T

什
I
L
んU
い

る
精
神
状
態
抽
出
、
或
は
精
神
京
状
」

5あ
る
か
ら
、
精
神
疾
忠
名
の
定
義
方
作
の
多
い
一
き
と
も
情
ま
っ
て
、
ト
刀
作
市
と
1

v

て
、
だ
千
九

ば
、
統
合
失
品
症
、
ニ
「
原
発
件
小
町
院
佐
」

に
つ
い
て
、
言
打
詑
力
刊
断
に
お
け
る
精
神
医

γ的
1
J
凱
点
か
ら
の
汗
撲
を
指
抗
ず
る
こ
し
、

精
神
疾
患
名
か
ら
、

認
識
花
々
や
制
御
詑
力
む
肉
、
の

4
訪
れ
か
推
定
さ
、
孔
る
せ
つ
な
信
仰

に
は
誠
性
小
伴
、
η

で
あ
ろ
う
。

に
y

」、ぇ、
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"' 
が
日
付
ら
れ
た
お
台
で
あ
二
に
也
、
モ
、
り
給
神
浜
田
山
タ
ー
か
り
、

く
詩
的
的
昨
状
を
刷
川
正
小
す
る
こ
J
は
で
き
る
が
、
そ
ハ
り
uF

州
沖
位
灰
岩
名
古
H
引
っ
引
説
行
為
之
が
具
体
的
に
唱
し
て
い
た
冶
神
状
主
像
、
或
は
治
一
神
H
状
日
明
ら
か
と
は
な
り
な
い
の
で
あ
る
ν

-" 
訓 J

治
局
、
目
出
訟
能
力
、
し
〈
制
御
出
力
に
影
響
を
片
J

え
得
る
治
神
状
態
没
、
ぷ
は
清
神
症
状
ケ
山
呉
、
ご
つ
る
治
神
性
山
本
む
と
、
ユ
一
、
つ
で

な
い
精
神
扶
忠
一
行
こ
の
境
界
線
を
猷
念
ず
る
ぐ
し
て
も
、
津
市
l
、
そ
の
い
い
明
界
線
十
以
ず
る
戸
一
／
）
は
ご
芦
な
い
〉
一
い
ス
、
本
一
仙
の
一
［
一
見
解

に
立
つ
以

l
、
そ
の
必
裟
性
も
日
早
川
一
亡
ヨ
い
こ
と
に
な
ろ
っ
。

仕事

mm
精
同
刊
を
向
山
名
心
意
義
、
〈
総
指

で
は
、

A
R午i
結
力
判
断
に
お
い
て
、
精
神
宮
山
万
引
は
、
ト
料
、
り
忠
義
中
一
向
し
は
い
存
在
、
」
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
U

確
か
に
、
伯
仲
の
い
円
台
一
で
あ
る
ρf物”
γ的
要
I

市
を
、
一
認
識
能
幻
と
刻
御
能
力
に
彰
抑
討
を
ハ
ブ
え
得
る
精
神
状
態
像
、
成
は
精
神
症

状

と
し
f
J
忠
義
す
る
と
、
頁
也
前
心
川
川
断
に
お
レ
て
叫
M
U阿
波
を
己
が
川
山
山
J
J

う
る
地
！

μは
有
事
［
な
レ
ょ
う
で
為
る
c

ー
か
し
そ
う
で

は
な
い
こ
と
が
、
以
ト
心
よ
う
に
明

b
h
r
と
な
る

ま
ず
、
認
識
能
力
「
制
御
能
力
に
影
榔
T
V
」h
J
え
得
る
特
例
刊
竹
山
市
出
像
、
成
は
惜
し
神
症
民

の
在
皮
や
宍
と
い
っ
た
恒
候
端
的
な
治
市

を
提
供
す
る
と
い
よ
ー
機
能
円
以
挙
げ
、
つ
れ
ょ
っ
。
般
一
け
す
る
と
、
ご
の
終
J
F
は、

日
体
的
宣
伝
能
力
巾
川
出
引
の
硲
小
九
参
考
と
主
れ
る
絞
慌
て

あ
る
戸
た
と

L
ば、

党
せ
い
剤
コ
TM版
印
泣
症
Jt持
つ
人
に
／
乙
十
一

「
幻
覚
妄
怨
状
態
t

に
つ
い
イ
l

＼

統
合
失
調
f

狂
心
、
日
主
ノ
な
情
さ
鈍
麻
、

人
格
八
十
体
の
い
允
慌
が
党
せ
い
剤
品
川
中
一
佼
造
症
て
は
著
〕
く
は
な
く
、
続
人
d
vん
調
『
慌
を
持
つ
人
の
犯
罪
心
事
く
が
人
格
疎
遠
・
人
山
科
目
、
白
黒

で
あ
る
こ
こ
に
対
1

）
て
、
貸
せ
い
訓
川
平
巧
後
遺
位
を
持
つ
九
の
犯
罪
の
多
く
は
入
試
｛
鋭
利
的
で
あ
る
乙

L
、
阪
司
令
H
江
詑
力
、
或
い
は

完
八
十
玄
粁
詑
力
の
余
地
を
認
め
吉
川
院
が
有
力
で
あ
る
J

つ
ま
り
、
幻
υ
見
妄
想
状
態
」
乙
い
う
精
神
状
態
一
段
、
或
は
精
神
症
状
が
、

い
対
川
山
主
り
ん
阪
を
症
を
持
つ
人
に
中
じ
た
場
台
は
、

一
一
杓
意
鈍
森
、
人
以
前
A

体
の
荒
亮
1

小
一
吹
刊
し
く
な
い
乙

γ二
党
f

一
口
問
中
毒
後
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幻
覚
－
与
波
状
能
川
」
り
店
度
や
千
六
ー
と
規
定
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
時
7
m
J

山、

川
神
状
符
泳
、
戎
は
精
神
z

問
状
、
と
の
境
界
が
…

2
h白
消
神
疾
患
名
戸
川

計三山、
j
E↓人
J

明日汁す川投
v

よ
り
、

j
4
7
（

j
Fイ
一

I
I
：
i！
i

（

よ山村疾内山山
2

プ
と
、

一一、
J

Z
ー、uu

沼
山
部
医
パ
J
C
領
域
に
は
多
〈
存
十
什
す
る
ャ

ζ

も
明
人
売
で
あ
る
、

、
ザ
か
、
〆
、
こ
の
よ
え
な
場
ム
円
に
お
い
て
も
、
た
お
、
f

一物
A
f
的
支
素
の
内
谷
J

乞
1

め
る
も
の
は
、
「
認
識
能
ん
と
制
御
能
ー
だ
い
影
響
を

h
J
え
ね
る
消
沖
状
主
段
、
ド
山
は
消
神
症
状

て
あ
打
、
消
伸
広
旬
、
ま
か
臼
の
機
能
に
つ
い
亡
の
沖
熔
の
サ
十
イ
が
引
な
る
ぷ
で
は
な
い
υ

与i(

一
九
条
の
凶
い
切
を
推
乏
さ
せ
る
…
一
々
な
事
情
？
つ
も
の
裟
哀
を
構
成
す
る
機
花
で
あ
る
「
認
識
詑
ぃ
心
と
制
御
詑
い
り

に
影
空
を
与
え
お
る
精
持
状
能
山
段
、
或
は
精
神
症
状
ー

の
計
値
は
、
必
ず
し
も
、
精
持
夜
中
町
d

名
か
ら
提
供
手
、
れ
る
一
約
慨
に
け
と
は
日
ノ
＼

h

－4

、、

ァ
、
f／
、
円
八
は
υ
h

対
人
当
係
に
お
い
て
す
し
た
蒋
U
4
？
の
存
在

（
一
炉
問
行
為
な
ど
）

や
、
ア
ル

J
i
ル
の
欽
川
則
二
士
三
一
議
障
害
な
ど
、

ナ山山片山一名
ζ

は
無
縁
d

h

弘
様
々
な
指
際
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
も
の
叩
占
め
る
こ
い
え
よ
う
n

ご
の
、
」
ζ

は
、
一
町
以
行
為
ゃ
い
制
民
的
灯
に

対
し
て
、
古
汗
能
力
が
低
下
し
う
る
と
泣
併
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
日
ら
ー
れ
よ
う
じ

了ly官＠！J?cすこおけ匂桔勾J)c; J，＇＇こっしと

「
一
ぽ
わ
ら
、
結
川
和
疾
患
名
ぽ

九
条
が
、
A
泊
さ
れ
る
様
々
な
事
清
心
中
で

結
材
料
九
千
r
L
1て
て
い
ア
れ
ま
で
町
、
り
か

ιさ
れ

Jfl: 
j}; 

て
い
る
併
殺
古
利
用
、
及
び
r
M
N
引
を
治
川
す
る
契
機
p
ど
P
J
え
る
に

W
3
り、

持一柏
h

（
交
問
官
一
に
つ
い
て
具
私
的
な
luum化
J

古
川
叫
す
機

濯
を
い
H
ー
す
る
古
山
件
ト
ケ
過
ぎ
な
J
r

一
ゾ
で
の
る

お

以
l
、
安
門
能
力
判
断
に
お
日
る
止
均
学
的
支
お
に
右
山
棋
に
一
）
部
三
一
ぞ
の
則
論
を
汲
み
な
が
円
一
、
伝
法
的
な
ン
コ
ナ
イ
ダ
i

の

店
池
一
岬
の
限
界
を
不

γ
」
と
に
も
亡
り
、
牛
物
r
子
一
的
安
素
の
阿
存
を
明
確
に
1

〕た、

ま
に
、
消
沖
挟
患
名
の

E
義
ふ
開
設
に
コ
い
て
、
川
法
一
九
条
の
適
川
一
が
よ
J

慮
手
、
れ
る
核
々
1
J
事
情
の
ー
一
ー
で
、
清
神
医
学
ζ

い
う
佼

験
科
学
が
寄
与
す
る

場
（
伺
や
ま
i
M
4

存
ず
る
指
柊
を
有
し
て
い
る
に
一
日
唱
さ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
干
物
学
的
り
主
合
い
つ
い
て
の
恒
尚
之
ぜ
井
口
一

精
神
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"' 
枇

h
f
る
機
能
を
守
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
J

を
ぶ
し
打
、
」

、、
J

j

J

、

J
1
2

、r一Jも
7

会
惜
に
お
い
て
は
、

μ

物
吊
V

J

的
妥
ぷ
の
内
hbユ人
1
認
識
か
ザ
々
と
制
仰
長
十
心
に
お
替
を
む
J

え
伴
ハ
ヲ
q
u
川
神
状
能
t

没
、
戎
は

-" 
訓 J

ド
引
神
症
状
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
沼
ま
わ
、
責
任
能
力
判
断
に
お
レ
て

鋭
乏
人
z
y
J

る
心
情
袖
科
医
に
丸
一
め
ら
れ
る
と
物
？
的
安
玄
、
の
刊

附
、
さ
つ
に

討
議
能
力
や
制
御
詑
h
M
の
刊
断
に
つ
い
て
は

具
体
的
1
J
方
法
論
十
段
一
公
2

る
こ
こ
は
て
き
て
い
な
い
っ
戸
」
れ
コ
の
山
川

待
に
コ
い
と
は

川
法
学
に
お
け
る
鮮
明
h
p
一
岬
に
げ
仰
し
つ
つ
、
吋
川
州
民
子
だ

は
な
く
最
日
引
の
神
川
町
科
学
の
苅
］
品
を
踏
ま
、
ぇ
、
今
後

刀
州
市
忍
と

L
亡
、
U

十
八
日
官
民
間
相
六
’
い
－
一

E
ハ
判
決
・
刑
集

法
務
省
三
川
山
リ
川
I
、
ワ
案
F

心
者
！
？
ヘ
一
吉
f

戸
門
川
相
川
町
午
円
月
一
h
戸
、
、
合
同
宏
ほ
U
J
柿
L

改
正
刑
法
い
T

索
。
川
法
逸
品
汚

7条
主
対
同
条
立
ヘ
町

－川／一応
川
i

八
イ
」
ヤ
f

〉」ば、山一
4
舘
紋
肝
ほ
カ
「
判
神
一
ハ
刀
nkt刊
の
概
念
1
y
u
ハ一ι
仲
間
ふ
一
命
7
／ウ

l
、L
L

司
仲
州
hu十
字
捻
＝
而
f
L

え
れ
セ
ヘ
守
斗
八
八
九
以
ド
「

ο 戸Jみ）、【
Ar
仲
／
E丹
H

吋戸』
H

ニ吟
y可ハナ】】岬
H

戸（

f
y凡｝F

円ザM
パいぬ【戸一
J

げ戸ムに
J

凶ロ《一山戸釦－三｛
H

ハ川J
］
t

円m
↓凶戸」
h

凶。

7
…戸九凶」戸川戸一円
v
】Jみ
Iv

円〔｛
b

円切』（戸』円｝同
γ
《｛』戸】。凶
D
 

て
！
／
t
J
J
H

一ι
H
H
t
p
H
5
0門
別

R
W
M
E
E
v
w

三円円
l
v
H令
市
神
お
し
よ
ひ
行
動
の
貼
吉
陥
凶
作
記
述
こ
診
附
カ
イ
ヘ
ラ
イ
ン
』
到
道
開
ほ
か
杭
訳

ムぶ司｝、↓」叫台吋｛
A
叶
W

】（）｛一
2ヌ羽一叫一勺ム叶凶（》一叫戸」叫げ門
5
z
2コL
叫rご
4

戸己｝
a
ワ】
Z
、一
L
の列（
J

－一つ｛
μ
－L
勺汚吋

亡
4
U
わ
情
炉
枇
ら
，
「
】
｝
川
云
診
川
川
は
ど
こ
ま
で
三
山
川
人
れ
り
れ
ρ

～yU
J

〉
一
汁
門
ι

…V
医
vrf
凶
主
人
ケ
一
八
二
一
一
日
以
卜
、
奇
術
二
郎
ら
「
起
訴
古
河
同

立
百
九
以
て

高
橋
二
郎
ほ
か
何

千
成
八
年
六

鑑
定
〉
ロ
草
山
診
断
れ
弔
問
の
経
験

一
f
ド
イ
ツ
川
一
ペ
王
国
、
古
川
コ
米
間
三
各
〈
の
州
に
お
け
る
ず
ク
ノ
；
ン
ル
l
b
、
」
三
～
、
ノ
土
山
慎
一
向
州
比
斗
で
＼
？
て
の
仲
m
L
1
y
y〕
J
O

V

／
る
カ
レ
ン
え

M
l
ルヰ一一

1

2

2羽
刑
法

w
l
ル
な
1

一
ω
出
〈
口
的
方
法
、
に
I
る
責
任
先

η判
断
茶
店
川
ー
と
い
〉
る

い
ん
一
責
任
総
力
に
w
h
T
る
各
円
心
決
闘
二
川
町
代
柁
神
f

ムヤドハハふ

治
神
科
学
川
口
巻
二
号

」
汗
」
く
は
、
じ
い
い
」
十
批

店
、
L

円
以
ピ

ζ
一
聞
い
ま
一
、

（74法
精
神
主
バ
j

、日

出
司
ム
一
斗
v
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nt了能）J論における精仲の障需について

ザ
え
ネ
法
を
山
庁
、
心
Y

こ
し
た
賞
作
能
力
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
墨
谷
葵

『申け
だ
竹
能
力
比
准
の
研
究
F

（8
）
瓜
『
谷

・
前
掲
き
－
一
二
百
c

（リ
）
牧
野
口
央
－

コ一
単
収
H
木
刑
法
上
巻
』
（昭
和
会
二
年
）

一
万
γ
八
百
以

v
c

ヘ川
）

同
野
山
間
「
一
哨
神
障
害
一
と
刑
事
責
任
能
力
一
－
門
考
・
再
論
一

一内
川
い
え
附
先
牛
山
積
祝
貨
論
文
集
一
戸
γ成

一、H
）

判
明
？
同
論
文
一
凶
六
百
ひ

一、ロ
）

小
野
一
清
－
郎

『新
訂
刑
法
講
義
総
論
』
一昭
和
二
立
年
）
一
四
つ
－員
。

（比
】

内
務
議

寸
刑
法
講
義
総
論
（
上｝
」
「昭
和
瓦
八
年
v

一
二
－

E
C

（凶
）

林
実
月
了
「
責
任
能
－
M
判
断
の
検
討
一
刑
法
雑
誌
二
？
ハ
巻
六
二
目
。

一
日
）
山
田
仁
’
川
リ
局
州
聡
一
郎
「
ト
ヘ
コ
ン
メ

ン
タ
J

ル
刑
法
｛
第
一
A

巻
「

［
大
一
山
地
仁
ほ
か
一
制
］
で
一
服
・
マ
成
一
－
K
土
一
A

一
七
四
貝
以
卜
。

一、日目
」

中
川
出
修
一
責
任
能
力
の
判
｛
一
止
に
関
す
る
文
際
的
諸
問
題
」

『現
代
精
神
医
学
ん
系
二
川
巻
（
吋
法
治
神
ド
学
」
』
へ附
利
ア
1

．
年
）
同
し
八
百

刈
人

h
t
，

r
l
p
 

（げ
）

れ
何
回
仁
郎
品
川
聡
一
’
附
・
前
掲
骨
u

二
七
四
貞
心

f
N
印
）

福
島
単

一精
神
鑑
定
一
（昭
和
六
C
年
）

ム
ム
六
貝
ν

一
日
」
青
木
紀
凶
一
首
（
仔
能
々
の
判
｛
一
止
基
準
二
会
）
」
刑
法
判
例
十
円
選
総
論
第
川
版

（一
平
成
九
午
」
七
O
頁
。

（却）

中
田
・
前
掲
論
文
凶
六
頁
c

五
）

法
務
お
一
法
務
資
料
四
一
ん
は
守
ド
イ
ツ
刑
法
的
ハ
日
山
沢
浩
一
訳
（
昭
利
五
七
年
コ

ヘ山口｝
）

｝
吉
コ
チ

7
5三
宅
一
臨
床
精
神
病
川
町
学
平
井
静
也
ほ
か
訳
～
昭
和
一
三
年
）

氏

以
下
、

E
5
2
Z
F
V
A
T－－喜子
C

宮
九

一、幻
）
浅
田
和
茂

「刑
事
責
仔
能
力
の
俳
究
fh
巻
』
（附
和
五
八
年
）
九
立
員
。

（刊
訂
）
も
っ
と
も
、
『
あ
Z
l『
ぐ
に
お
い
て
も
「
人
格
嘩
合
」
と
「
精
村
辺
市
」
は
、
第
E
仙
診
断
と

L
て
把
探
さ
れ
る
c

（お
】

ン
ュ
ナ
イ
ダ
l
の
疾
病
分
知
叫
ん
法
に
お
い
て
、
統
ム
引
火
調
症
の
身
体
的
原
因
に
つ
い
て
は
、
「
？
」
が
記
放
さ
れ
て
い
る
円
こ
の
点
に
つ

い
て
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
「
「
為
る
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
符
で
は
な
く
て
、
「
何
で
為
る
か
一
と
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問
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西
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概
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叩
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と
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す
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司
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叶
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ず
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れ
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台
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岡
仁
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什
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付
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